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はじめに 

 

本報告書は、2023 年 7 月から 2024 年 5 月に開催されたシリーズセミナー「誰が子どものスポーツをさ

さえるのか？」に基づいて作成している。笹川スポーツ財団では 2016 年から、小学生の母親を対象とした

「小学生のスポーツ活動における保護者の関与・負担感に関する調査研究」を実施してきた。調査からは、

以下の点が明らかにされている。 

第一に、競技そのものに直接関わらない、子どもたちの世話などの役割を母親が担って「ささえる」こと

で、子どもは習いごとやクラブチームなどの組織的なスポーツに参加できている。2021 年の調査結果では、

家庭内で子どもの送迎やスポーツ用品の購入に関わる頻度は、父親よりも母親のほうが圧倒的に高かっ

た。また、チーム内での「お茶当番」や指導者・保護者間の情報共有も、主に母親が担う状況が示された。 

第二に、その役割をめぐって多くの母親が葛藤している。インタビュー調査では、特にチーム内での役

割に関して、長時間の拘束や理不尽な係の押し付け、保護者同士の人間関係など、さまざまな悩みが吐

露されている。それでも「子どものため」と我慢しながら関わり続ける保護者も少なくない。少数ではあるが、

うつ状態になる保護者の話も聞く。 

第三に、「ささえる」ことが難しい家庭の子どもは、組織的なスポーツから離れる可能性がある。調査結

果では、スポーツ活動に参加しない理由として約 4～5割の母親が「送迎や付き添いの負担が大きい」「保

護者の係や当番の負担が大きい」「保護者どうしの人間関係に気を使いそう」という項目を選択し、これら

の回答には世帯年収との相関がみられた。つまり、母親自身の負担感からスポーツ活動への参加を控え

るケースは、母親の意識の問題だけではなく、家庭の経済状況や余裕度も関連していると考えられる。 

以上の結果はメディアにも取り上げられ、当事者である母親をはじめ、この状況に関心を寄せる多くの

方々から賛同の声が届いた。一方で、「課題は理解できたが、具体的にどうすればよいのか」「母親が担

わないのであれば、誰がやるのか」という疑問の声もあがった。 

しかし、この問題に特効薬のような解決策はないと考える。スポーツの課題と社会全体のジェンダーや

子育ての課題が交差する複雑な問題であり、最終的にはそれぞれの現場に適した解決策を模索するしか

ない。それでも当財団の問題意識にとどめることなく、複数の方の知見や考えを共有し、実践や研究を通

して改善につなげることはできないか。そのような思いから、本シリーズセミナーを開催した。第 1 回と第 2

回では研究者の方々に、なぜ母親は大変な状況に置かれているのか、国際比較やジェンダーの視点か

ら講じていただいた。第 3回と第 4回では具体的な解決策に焦点をあて、近年新しく立ち上がったチーム

の仕組みや、子どもや保護者との向き合い方について紹介いただいた。セミナーには事務局の想定を上

回る多くの方々にご参加いただき、終了後にも複数のクラブからご連絡をいただいた。一部のクラブへの

取材内容を 2章にまとめている。 

今もなお、つらい経験を語る保護者が後を絶たない。しかし、子どもも保護者も共にスポーツを楽しめる

環境や、理不尽な状況を「理不尽だ」と指摘できる風土は、確実に広がりつつある。子どものスポーツの選

択肢をさらに広げ、適切な情報を届けることが、スポーツ関係者に求められる役割である。本書がその一

助になれば幸いである。 

 

2023-2024 シリーズセミナー 誰が子どものスポーツをささえるのか？ コーディネーター 

笹川スポーツ財団 宮本幸子 
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１．シリーズセミナー「誰が子どものスポーツをささえるのか？」 

 

主な講義内容               

１．ジェンダーの観点から 

 誰が子どものスポーツをささえるのか―日本には

特有の「ささえる」形があった。しかし、社会変化の

中で形態が変わりつつある。 

日本特有のささえ方のひとつが「お茶当番」で

ある。2021年に書いた論文 1)で、「日本はジェンダ

ーギャップ指数（GGI）の順位が低く、スポーツでも

さまざまな場面で色濃く表れている。スポーツ界自

体が変わる必要もある」という指摘をした。具体的

には学校の部活動、女子マネジャー、お茶当番、

フィールドの聖域化（女性が入れない甲子園や大

相撲）を取り上げた。論文に対して多くの反響があ

り、お茶当番に関しては、「子どものスポーツに女

性がかかわる時に、父親の顔は見えてこない。パ

ートナーはどうしているのか？」という質問が多く

寄せられた。また、「男性は、自分のパートナーが

このような仕事をたくさんさせられる状況で、何も

文句を言わないのか？」と聞かれ、海外ならでは

の考え方だと感じた。 

お茶当番の何が問題なのか。子どものスポーツ

をささえたい人が自主的にささえるならば問題な

いが、親の役割や女性・男性の役割を、常識のよ

うに決めつけられたり、他者から押し付けられたり

する状況には問題があるのではないか。「スタメン

問題」として取り上げる研究者もいるが、現場では、

頻繁に手伝いに来てくれる保護者の子どもを試合 

 

 

に出場させたいと考える指導者は一定数みられる

のが実情だ。同じぐらいの競技レベルの子どもが

複数いる場合、熱心に見にくる親、指導者がよく

知る親の子どもを優先させたいという、人情のよう

な心理が働くのかもしれない。 

また、お茶当番の話をする時には「同調圧力」と

いう言葉がよく出てくるが、必ずしも日本特有では

ない。ただ海外では、保護者の「自分は同調圧力

（ピアプレッシャー）を受けている」という認知が非

常に高い印象だ。日本の保護者は、自分が置か

れた状況が分からずにストレスを感じる、「自分の

わがままかもしれない」と思うのが特徴である。 

 

1) Chiaki Okada, 2021, “Can overcoming issues 

of gender be an Olympic legacy (Commentary): a 

need for comprehensive change,” Sport in Society, 

26(1): 147-53. 

 

2. 国際比較の観点から 

 ここからは、さまざまな国や地域でみてきた子ど

ものスポーツについてお話ししたい。 

（1）オランダ 

 ―UNICEF子どもの幸福度ランキング 1位― 

人々がスポーツに関わる時間も長く、複数のク

ラブチームに所属する人も珍しくない。「半官半民」

でクラブチームにも公的な資金がかなり使われて

1 
回 

第 子どものスポーツへの保護者の関わり 

―ジェンダーと国際比較の観点から― 

講師：岡田 千あき 氏 

（大阪大学大学院人間科学研究科 教授） 

 2023年 7月 31日（月） 19:00～20:30 開催 
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いる。たとえばサッカーなら、大きな市であれば市

内でレベル別に 10 部ぐらいのリーグがあり、本気

で取り組みたい人からのんびり楽しみたい人まで、

スポーツへの関わり方も選択することができる。一

方で若者の地元のクラブチーム離れという課題も

みられ、「地域ぐるみは今の時代にあっていない」

という声も聞く。 

 

（2）香港  

―１国２制度、アジアでありながら欧州の文化― 

子どもが中学生になるまでは、外出時には必ず

大人が付き添うことが法律で決められている。同じ

状況は欧米のいくつかの国でもみられ、スポーツ

にも親が必ず付き添うので、保護者の負担はある。

ただ、そこに同調圧力や必須の当番があるわけで

はなく、親は親同士でゆるいつながりをつくるよう

だ。 

 

（3）カンボジア  

―経済成長著しい東南アジアの新興国― 

経済成長が進み、子どものスポーツの機会も急

速に増加している。ただし、ささえる大人の世代は、

子どもの頃にあまりスポーツの経験がない。そのた

め、クラブ運営が不安定である、コーチや審判の

レベルが低いなどの課題がみられる。一方で、先

進的な取り組みや海外の援助を積極的に取り入

れ、政府も代表チームを直接支援している。スポ

ーツが経済成長の中のひとつとして機能してきた

事例といえる。 

 

（4）タンザニア  

―地域差、民族差、宗教差が大きい― 

1970 年代まで社会主義で、スポーツが非常に

盛んであった。しかし政府が予算を削減し、学校

における体育やスポーツがなくなってしまった。首

都ではスポーツの機会が市場に委ねられたが、そ

れ以外の地域におけるスポーツの機会は、壊滅

的に、一気に失われてしまった。2000 年代に入り

復活の兆しはみられるが、女性、障害者、地方の

スポーツの切り捨てが懸念されている。女子の早

期結婚・妊娠が非常に多いため、国際協力機構

（JICA）が政府と協力して「スポーツを通じた女性

のエンパワメント」に関わる事業を行っている。 

 

3．競技スポーツと生涯スポーツ（楽しむスポーツ）

の関係性 

 さまざまな国の状況をもとに、図表 1-1 を作成し

た。図は上に行くほど年齢が上がり、横幅が広い

ほどスポーツ人口が多い様子を示す。 

 

（1）日本型（競技主導型） 

基本的には子どもの頃に競技主導で取り組み

始めることが多く、どうしても年齢が上がるにつれ

て参加者の数が減少する。 

注）講師が本講演のために作成した図であり、学術研究の成果としては今後修正を要するものとしてご覧いただきたい。 

図表 1-1  競技スポーツと生涯スポーツ（楽しむスポーツ）の関係性 
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（2）アメリカ型（分離型） 

比較的明確に、競技スポーツと楽しむスポーツ

とが分かれている。競技スポーツには「セレクショ

ン」があり、「トラベルスポーツ」といわれるように、

遠方の強いチームと試合をしたりするので、親の

関わりも多くお金もかかる。一方、各地域でクラブ

チームやYMCAなどが楽しむスポーツの場も提供

しており、子どもたちにとっては選択肢があるとい

える。 

 

（3）オランダ型（往来型） 

オランダについては理解するのが非常に難しい。

「グレーゾーン」も広く、大人になってからでも競技

スポーツと楽しむスポーツの行き来ができる。 

 

（4）ノルウェー型（生涯主導型） 

多くの種目において、12歳までは記録を残さず、

順位をつけないのが特徴である。楽しむスポーツ

というベースを作った上で、競技力を向上させた

い人と、生涯スポーツとして続ける人に分かれる。 

 

競技スポーツと生涯スポーツの関係性にはさま

ざまなパターンがある。この分類がすべてではなく、

「このパターンならすべてがうまくいく」ということで

もない。競技性との兼ね合いや国民性なども関係

するかもしれず、さまざまな模索をする必要がある。 

 

4．まとめ 

―誰が子どものスポーツをささえるのか？― 

保護者がささえるのがよい/悪いということでは

なく、課題を整理する必要がある。課題の整理と

改善ができれば、ささえる人たちはまだいると思う。

保護者以外のアクター（学校や個人、企業や大学

など）が少しずつキャパシティを増やしていくことが

できれば、過度な負担にならずにささえることがで

きるだろう。 

また、政府の役割の明確化も重要だ。どこまで

市場に委ねるかの議論は難しいが、方針があると

皆が動きやすいとは思う。さらにいえば、「そもそも

私たちはスポーツに何を求めるのか？」これも人

によって、地域によって、時代によって異なると思

うので、ぜひ議論したい。 

 

質疑応答              

Q 4 類型の図について、年齢の上限は何歳ぐら

いまでをイメージしているのか。競技スポーツと生

涯スポーツの関係性について、もう少し詳しく聞き

たい。 

A 「体が動く間」「スポーツをしたい間」の年齢をイ

メージして作成した。ただ種目によっても異なるだ

ろうし、日本が必ずしもすべて「競技主導」と言い

切れない部分もあるだろう。 

「日本は今の型を崩して新しいものを作ろう」

「日本もオランダ型にしよう」という考え方ではなく、

「下にもうひとつ加えよう」「横に分割しよう」など、

何か変えることで、もう少し楽しくたくさんの人が考

えられる方法があるのではないか―そのような意

図でこの図を作成した。 

 

Q 4類型は保護者の関わり方と関係があるのか。 

A 競技主導型では、楽しむスポーツに関わりたい

保護者は関わることができない。ノルウェー型（生

涯主導型）の場合は、よくも悪くも国がある程度の

規制をするので、子どもが小さいうちは練習時間

や出場機会が制限され、親の関わりも規定される。

アメリカ型（分離型）は生涯スポーツと競技スポー

ツの行き来ができないため、「セレクション」に受か

るための指導にお金がかかるという話はよく聞く。 

 

Q この先、日本の手本になる国はどこなのか。 

A いずれの類型も一長一短だと思う。私たちがス

ポーツに何を求めるのか、さまざまなパターンがあ

るということを議論して、できるだけたくさんの人が、

できるだけスポーツを楽しめるような方法を考える

プロセスが重要ではないか。 
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Q スポーツ（種目）によって競技スポーツと生涯ス

ポーツの図は変わるのか。参照された特定のスポ

ーツや政策があれば知りたい。 

A 変わると思う。以前から、日本のスイミングスク

ールの仕組みに注目している。競技スポーツと生

涯スポーツの両方をカバーし、スイミングスクール

で育った選手が国際大会でメダルを獲得している。

一方で、たくさんの幼児や高齢者もさまざまな目

的でスクールに通っており、まさに「老若男女」と

いえる。 

スクールでは段階を追って指導が行われ、4 種

目をきちんと泳げない限りスピードは求められず、

自分のペースで上達していく。すべての地域では

ないもののスクールバスがあり、親は「見学スペー

ス」での観覧のみの関わりというところが多い。施

設維持の負担は大きいはずだが、ほかの習いごと

と比較して極端に高額ではない（コーチの過重労

働にささえられている部分があり、必ずしもよいと

はいえない場合もある）。ほかのスポーツがスイミ

ングスクールの仕組みに倣うところがあると思う。 

Q 息子が小中高と硬式野球をしているが、主体

性とはかけ離れた世界で、指導者と選手・保護者

の考え方の溝が深まるばかりだ。どうすればお互

いが心地よくささえられるのか。 

A 指導者の考え方を変えてもらうしかないと思う。

今夏の甲子園では変化の兆しも見えたが、いまだ

に指導者と選手・保護者の関係に上下があるチー

ムがほとんどだ。そのような中で選手や保護者に

できることは、チームを選ぶこと、合わないと思っ

たらチームを移ることではないだろうか。残念な回

答にはなるが、「主体性とはかけ離れた世界」が伝

統的に続いている場合、個人や数名の力ではな

かなか変えられないだろう。 

甲子園でみられたような、選手がいきいきとプレ

ーする、そのための指導者と選手の、規律を保っ

た上でのフラットな関係性が多くのチームに広が

ればよいと思う。「それでも勝てる！」あるいは「そ

れでないと勝てない！」ことが示されて、旧態依然

としたチームや指導者が変わってくれるとよいと思

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡田 千あき 氏 

 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科博士後期課程修了。博士（学術）。 

主な研究分野は、スポーツを通じた開発と平和、生涯スポーツ、スポーツ教育学。 

国際協力論文コンテストにおいて外務大臣奨励賞。 

青年海外協力隊（ジンバブエ）、大阪外国語大学外国語学部助手、講師、准教授を経て現職。 

主な著書に、「スポーツで蒔く平和の種 紛争・難民・平和構築」（阪大リーブル）など。 
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主な講義内容               

１．はじめに―誰がささえているのか― 

子どものスポーツを「ささえる」人について、

図表 1-2 にまとめた。未就学児や小学生は、

地域の運営スタッフや保護者がささえる。中高

生は主に部活動で、教員や学生スタッフがささ

える。大学の部活動では、OB が中心と思われ

る社会人スタッフと学生スタッフがささえている。 

本日の話では、運営スタッフや教員・社会人

スタッフというメインでささえる人たちを、さらに

その下からささえる「保護者の中の母親」と「学

生スタッフの中の女子マネージャー」の共通項

を探りたい。 

 

2. 〈女子マネ〉研究からみる「ささえる」役割 

 女子マネージャーに関する具体的な研究と

して、日本における X 大学・Y 大学、およびカ

ナダの Z大学において、フィールドワークやイ 

 

 

ンタビューを実施してきた 1） 。カナダの Z大学

の部活では、たとえば「ストレングス・アンド・コ

ンディショニングコーチ」（怪我をしない体づくり

の指導）、「スタッフセラピスト」（怪我への対処）、

「ビデオコーディネーター」（動画撮影）、ほか

にも栄養担当、道具担当、採用担当、勉強担

当などの仕事があり、主には有償で社会人が

担っていた。対して日本の大学の部活では、

それらの役割を女子マネージャーが無償で、

むしろ部費を払いながら行っている。カナダの

状況から考えると、日本の女子マネージャーの

仕事には価値がある―すなわち組織運営に

不可欠で、有償に値する仕事をしているといえ

る。 

 また、日本の女子マネージャーには、活動時

間中にグラウンドで担う業務以外の「見えない

仕事」が非常に多い。加えて「マネージャーは

どのような仕事をしているのか分からない」「す

るのが当然だ」「自分で選択した」と思われて、

階層的には下に位置づけられている場合もあ

る。 

 

1）講師の女子マネージャーに関する研究の詳

細は、以下を参照。 

関めぐみ,2018,『〈女子マネ〉のエスノグラフィ

2 
回 

第 <女子マネ>と母親の役割の共通項 

―女性がスポーツを「ささえる」視点から― 

講師：関 めぐみ 氏 

（甲南大学文学部社会学科 講師） 

 2023年 9月 13日（水） 19:00～20:30 開催 

図表 1-2  「子ども」のスポーツを「ささえる」人 
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ー：大学運動部における男同士の絆と性差別』

晃洋書房. 

関めぐみ,2023,「大学運動部活動の学生スタッ

フのための Institutional Ethnography（1）：経験

記述から見える組織の一員としての「女子マネ

ージャー」」甲南大學紀要文学編 173,pp.109-

121. 

 

3．〈女子マネ〉と母親の役割の共通項 

―性別分業― 

 女子マネージャーと母親の役割との共通項

は、マネージャーという立場、保護者という立

場でありながら、男性か女性かで役割が異なる

「性別分業」だと考える。性別分業とは「男性が

賃労働、女性が家庭のケア労働を担う近代社

会における分業をさす」（山根 2010、p.34）が、

そこで想定されるのは対等な関係ではなく、

「権力の差がある」関係である。 

女性がケア労働 2）をする理由を、山根（2010）

は「女性だから他者のニーズを重視しているの

ではなく、ケア責任を委ねられている行為者で

あるからこそ他者のニーズを考慮し、またそこ

に自分の人生の意味を見つけ出そうとしてい

る」(p.302)ためと指摘する。女子マネージャー

も、多くは勧誘をきっかけに入部する。ケアの

役割を期待され、「お願いされているし、やっ

てみようかな」という気持ちで関わる例が多か

った。 

 女性がスポーツをささえる理由も、山根の指

摘する「（女性が）ケア責任を委ねられている

行為者であるから」、端的にいえば女性である

ために「あなたがするのは当然でしょ？」という

考え方でケア責任が委ねられているからでは

ないか。また、女性が「する」スポーツから離れ

ている実態や、男性の有償労働時間の長さも

背景として指摘できる。加えて、そもそものスポ

ーツ組織が、誰かが無償でささえなければ成り

立たない制度設計であることも問題だと考える。

これをどのように変えていくかがポイントではな

いだろうか。 

 

2）「ケア労働」という言葉は、本来は看護・介

護・育児など、必要なニーズが満たされない立

場の人をサポートするという意味で使われる。

本講演では、健康な大人をささえるのに「ケア

労働」という言葉が適切かという是非も踏まえ

た上で使用している。 

 

4．おわりに―誰がささえるのか― 

ケア労働に関して清水（2022）は「誰かが担

わなければならない重要なものであるにもかか

わらず、私たちの社会はケア労働の価値を正

当に認め、ケアをする人に敬意を払って労働

に見合った報酬を支払う、ということをしてこな

かった」（pp.114～115）と指摘する。ケアするこ

とへの正当な評価や対等な扱いがなく、一段

下に置かれることが問題ではないだろうか。 

その状況を変えるために、まず身近なところ

では、ささえる人の困っている声に耳を傾ける

ことが重要だ。その時に「女性だから」「母親だ

から」という「役割」ではなく、何をしなければな

らないかという「仕事」をリストアップして、誰が

どこまで担えるかを考える。そのためには、心

理的安全性が担保された組織で、個人が声を

あげられる仕組みや環境を整備する必要があ

る。 

誰が子どものスポーツをささえるのか―結

局、一人ひとりができることをやるしかないが、

それが女性に偏るのは問題ではないか。女性

がスポーツをささえることを見込んだ制度設計

や、階層的に下位に位置づけられている問題

で困っている人がいるのであれば、変えたほう
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がよい。 

何より大事なのは、「する」人と「ささえる」人

の双方にとって、安全・安心な場を確保するこ

とである。ガイドラインや法律の制定によって

安全を確保すると同時に、種目や競技レベル、

地域性などによっても異なる多様な人のニー

ズをどこまで満たすのかを考えて、個別具体

的な考察を深めていく。その二本柱で、それぞ

れの立場で、「誰が子どものスポーツをささえる

のか」を考えることが重要ではないか。 

 

参考文献 

清水晶子, 2022, 『フェミニズムってなんです

か？』文藝春秋． 

山根純佳, 2010, 『なぜ女性はケア労働をする

のか：性別分業の再生産を超えて』勁草書房. 

 

質疑応答              

Q 女子マネージャーや母親の競技に対する

理解力が高かったら、選手たちは階層的に下

にはみないのではないだろうか。 

A 女子マネージャーはたくさん勉強しても、実

際に競技をしている選手とは同じ経験ができ

ない。競技に対する理解力は上がっても、選

手たちのように練習後も長い時間携われない

状況では、選手から「理解力が高い」とみなさ

れることはなかなか難しいのではないか。同じ

ことを母親に要求するのはさらに難しい。 

 ささえる人に何かを求めるよりも大事なことは、

ささえられている選手が、自分がささえられて

いることを理解して自分の行動を考えることで

はないだろうか。 

 

Q 女子マネージャーの希望者が増えているよ

うに思うが、なぜだろうか。 

A そもそもマネージャーの研究は非常に少な

く、全国調査が行われていないため、「増えて

いる」といえるのかがわからない状況である。ま

ずは全国の中学校・高校・大学に、マネージャ

ーや学生スタッフがどれくらいいるのか、その

実態や推移を知るための調査をする必要があ

る。 

 また実際に「増えている」のだとすると、男女

で「する」「見る」「ささえる」が平等に選択できる

ようになっているのかを考える必要がある。スポ

ーツを「する」ことと「見る」「ささえる」こととは大

きく異なる。女性に「する」選択肢よりも「ささえ

る」選択肢が用意されているのであれば不公

平だ。「する」権利が皆に平等に与えられるべ

きで、そのような観点もふまえて、なぜ「ささえる」

を希望する女性が増えているのかを考えたい。 

 

Q 女子マネージャーの仕事の内容がきちんと

定まっていないことが課題だと思う。組織図に

おいてマネージャーが雑用係ではない位置づ

けにされているチームはあるのか。 

A マネージャーが増えすぎて、やらなくてもよ

い仕事や選手がやるべきことまで行っている実

態はある。各チームで、どのような仕事が本当

に必要で、それに対してマネージャーは何人

必要かを考えるべきだと思う。 

 調査をした部活では、トレーナーやアナライ

ジングスタッフなどは組織的にも明確な位置づ

けをされていたが、雑用係の多くの部分はマ

ネージャーの仕事になっているのが現状だ。

また、あるマネージャーが、グラウンドでやるこ

とがなく、仕事ではないもののボールを拾って

いた。最初は選手から「ありがとう」と言われた

が、続けるうちにやらないと責められるようにな

った。つまり、ケアの要求レベルが上がり、仕

事が無限に増えていく。マネージャーがどこま

－ 8 －
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でするべきなのか、非常に難しい問題である。 

 

Q 女子マネージャーはいつ、どの種目のどの

ような場面で誕生したのか。テクニカルやフィ

ジカルなど、明確な役割の必要性が生じ誕生

したのか。 

A 女子マネージャーの歴史については、高井

昌吏先生が 2005年に出版された本 3）に詳しく

書かれている。高校野球の内容を中心にまと

めているその本によると、かつて男子運動部に

は男子マネージャーしか存在しなかったが、

高度経済成長期の 1960年代頃に女子が参入

していくようになった。それは、大学受験が激

化する中で選手の数が減り、男子マネージャ

ーが選手として駆り出されたことで、マネージャ

ーが不足したからである。しかし、女子が担っ

たのは、男子マネージャーが担っていた監督

やコーチのような役割ではなく、雑用および洗

濯や食事作りといった女子用の役割であった

という。 

 

3）高井昌吏,2005, 『女子マネージャーの誕生

とメディア：スポーツ文化におけるジェンダー形

成』ミネルヴァ書房. 

 

Q 24 時間スポーツのことだけを考えてやり続

けるのが大学スポーツ（アメフト）で、そのため

に献身的なマネージャーが必要とされる構造

自体が日本的なのか、それともカナダを含む

世界でも同レベルなのか。 

A カナダやアメリカの大学では、国レベルで

練習可能な期間や時間が設定されており、長

期間・長時間練習することができないようにな

っている。また、脳震盪を起こす可能性のある

接触する練習も厳しく制限されている。そのた

め、日本とは構造が異なり、サポートスタッフの

関わりも異なっているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関 めぐみ氏 

大阪府立大学大学院人間社会学研究科博士後期課程修了。博士（人間科学）。専門は社会学、 

ジェンダー／セクシュアリティ論。京都光華女子大学女性キャリア開発研究センター助教を経て、 

2020年 4月より現職（セミナー後の 2024年より甲南大学文学部社会学科准教授）。 

2017年と 2023年に日本スポーツとジェンダー学会学会賞（論文賞）を受賞。主な著書に、『〈女子 

マネ〉のエスノグラフィー：大学運動部における男同士の絆と性差別』（晃洋書房）など。 
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主な講義内容               

１．練馬アークス・ジュニア・ベースボールクラ

ブ チーム紹介 

クラブは 2021年 4月に設立され、現在は小

学 1 年生から 6 年生まで約 40 人が在籍して

いる。東京都練馬区・板橋区にある城北中央

公園をメインの活動拠点としており、会費は月

に 7,300 円、活動日は週に 1 回、活動時間は

1 回あたり 3〜4 時間である。活動時間に関し

ては、春日学園少年野球クラブ（つくば市）代

表 岡本嘉一氏が提唱する「週末 1/4（土日を

土曜日の午前・午後、日曜日の午前・午後に 4

分割して捉え、週末の 4 分の 1 を野球にあて

る）」という考え方を採用している。試合に関し

ては、「PCG（PLAYERS CENTERED GAMES）

東京」というリーグに所属している。チームとし

ては「怒声・罵声の禁止」「育成重視」を標榜し、

勝利至上主義にならず、野球を好きになって

続けてもらうことを一番のポリシーとしている。

また、全日本軟式野球連盟（全軟連）には所

属せず独立性を担保したチームである。 

チームスタッフには、コーチ、トレーナー、看

護師や医療系の有資格者、元プロ野球選手、

教員志望や医学部の学生などがいる。それぞ

れの得意分野を活かしスキルを補完し合いな

がら、子どもたちの成長を促していく体制が練

馬アークスの特徴である。一般的な学童野球 

 

 

チームよりも年会費が高い分、それに見合った

サポートを提供している。 

子どもが楽しく気軽に野球ができるチームに

したいとの考えから保護者の業務負担をなくし

ており、既存のチーム運営のあり方を否定する

ものではない。現在チームは多方面から評価

いただき、遠方から参加しているメンバーも多

い。 

 

2. 保護者の業務負担をなくした方法 

 チーム運営の基本的な考え方は、無駄なタ

スクは行わず、必要なタスクはチームのスタッ

フが担うか外注する。少年野球で保護者の役

割になることの多い内容について、どのように

対応しているのか順番に紹介する。 

「お茶当番」は各自が水筒を持参するため

不要と判断した。「怪我等の手当て」は、柔道

整復師や看護師の資格を持つスタッフが対応

している。「練習補助」は基本的にコーチが担

当する。保護者には一切強制はしないが、子

どもと一緒に野球を楽しむという観点で、希望

する方にはキャッチボールの相手や練習への

参加をしてもらっている。「審判」は外部の審判

協会にお願いしている。 

「広報(SNS、HP)」「活動場所の確保」は私が

担当する。「集金」はクレジットカード払いにし、

3 
第 

回 

子どものスポーツ離れを食い止める 

―保護者の負担がない少年野球チーム作りから学ぶ― 

講師：中桐 悟 氏 

（練馬アークス・ジュニア・ベースボールクラブ 代表） 

 2023年 11月 29日（水） 19:00～20:30 開催 
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「情報伝達」は LINE で行う。「配車」（チーム単

位での移動のための運転）は、各自が現地集

合・現地解散にすることで不要とした。ほかの

チームでは「レクリエーション」（ハロウィーン、

クリスマス、初詣等）が大変という声も聞かれる

が、練馬アークスでは野球と直接関係ないこと

はやらないというコンセプトで実施していない。 

必要なタスクに関しては ITを利活用し、いか

に効率化するかを考えた。たとえば「メンバー

募集」は Googleに広告を出し、「保護者との連

絡手段」にはビジネス用の LINE を利用してい

る。「保護者説明会」は定期的に保護者から質

問や意見を募集し、回答した動画を YouTube

で配信している。「会計管理」や「名簿管理」に

はそれぞれソフトや管理ツールを導入した。

「備品・ユニフォームの購入等」は非対面の EC

サービスを利用し、「指導ツール」としてタブレ

ットを活用、「指導者の自己研鑽」に関しては

サブスクで専用ツールを導入するなど、IT をフ

ル活用している。 

 

3．事前質問への回答 

Q 負担を嫌がる保護者がいる一方で、熱心な

あまり必要以上に介入する保護者も一定数い

るのではないか。 

A 練馬アークスの場合は、チームの立ち上げ

時から今のコンセプトを掲げて Web サイトにも

詳細を掲載し、基本的にはそこに賛同する家

庭が参加している。素晴らしい野球の経歴を

持つ保護者もいるが、頼ってしまうと「保護者

の業務的な負担一切なし」というコンセプトが

瓦解するのではないかと懸念し、「関わっても

らえる場合はお子様の卒業後に」と線引きをし

て案内している。 

 

Q 勝利至上主義の否定を掲げた上で、チー

ムや子ども個人の目標をどのように設定してい

るのか。 

A チームとしての目標はひとつで、「みんなで

野球を楽しむ」である。「みんな」にはチームメ

ートや試合相手、審判、コーチや指導スタッフ

も含む。「自分だけが楽しければいい」のでは

なく、「みんなで楽しむ」を実現するためにどの

ように行動するのがよいのか、我々も考えなが

ら、普段から子どもたちに懸命に伝えている。 

試合の成績などの目標設定はしないが、

「野球が楽しいからチームでも家でもさらに練

習をし、もっと野球がうまくなり、より楽しくなる」

というよい循環がつくられている。練習につい

ては正直なところ、3～4 時間では足りないと感

じることもあるが、大人も子どもも「もっとやりた

い」という気持ちがあるうちにやめておき、子ど

もの余力を残して能動的なアクションを促した

ほうがよいのではないか、と思う。 

 

Q 指導者の募集をどのように行ったのか。 

A クラブを立ち上げた際には、私から草野球

で出会ったメンバーに声をかけていた。その後

は直接 Web サイトからお問い合わせをいただ

き加入してもらった人もいる。 

 

4．まとめ 

最初に、新規で立ち上げるチームの運営の

ポイントや必要な支援に関してまとめる。第一

に、都市部における活動場所の確保が大きな

ハードルであることを指摘したい。現状、週 1

回の活動場所は何とか確保できているものの、

非常に苦労しており、今のところ明確な打ち手

はない。第二に、指導者のマッチングの課題を

指摘したい。練馬アークスのコーチは月 1回か

らの指導が認められ、謝礼も支払われる環境

だからこそ関わることができていると思う。たと
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えば部活動を引退した高校 3 年生、大学生、

月に 1 回ぐらいの指導なら可能な社会人の副

業としての指導者、退職したシニア、学校教員

の経験者など、条件が合えば指導に携われる

人は潜在的にはたくさんいる。そのような方々

とチームがうまくマッチングできるようなプラット

フォームがあると、子どもの野球をより活性化

できるのではないか。 

次に、「子どものスポーツは誰がささえれば

よいのか」について述べたい。保護者だけでさ

さえるのは現実的に難しい状況で、社会全体

でささえることが不可欠である。野球では特に、

子どもがやりたいと思っても親がさせられない

という話をよく聞く。そこのハードルを下げて、

野球に少しでも興味がある子どもを救う仕組み

が必要である。日本野球機構（NPB）をはじめ

として各競技団体が体験教室を開いているが、

その次の受け皿がなく、いきなりチームへの加

入となる。現状、その受け皿になっているのが

練馬アークスだと思う。 

また、野球をやるにはどうしてもお金がかか

り、練馬アークスの場合は保護者に負担しても

らっている。ただし、すべての地域やクラブに

このような方法がフィットするわけではなく、行

政や企業などから資金の支援があればより社

会全体でささえる構図が実現できるのではな

いかと、現場のひとつの意見として思う。 

 

質疑応答              

Q 試合（PCG東京）について詳しく教えてほし

い。 

A PCG は、勝利至上主義ではなく「みんなが

成長できるような楽しい野球をやろう」というコ

ンセプトで立ち上げられたリーグである。勝敗

を競うだけではなく、ベンチ入りのメンバーが

全員出場したら 1ポイント、キャッチャーを 3人

以上代えたら 2 ポイントなど、いかにチーム全

体で取り組めたかをポイント化する仕組みにな

っている。ベンチ入りの人数に制限はなく、試

合はリーグ戦、学年ごとに投手の球数制限を

設けている。 

 

Q 都内の野球チームで、高学年になると受験

のためにやめる子どもが多い。練馬アークスで

もそのような傾向があるのか、受験との向き合

い方を教えてほしい。 

A 半分ぐらいは受験をすると聞いている。冬

場になると6年生の参加頻度は少し減るが、最

後まで辞めずに受験と両立する子もいる。活

動日が週 1回という点は、受験の観点でもよい

と思う。活動を休むことが悪いとは思っていな

いので、ほかの用事で欠席や遅刻をするケー

スも認めている。 

 

Q 指導者の研修について具体的に教えてほ

しい。 

A コーチは基本的に全員が全日本野球協会

（BFJ）の公認指導者資格を取るようにしている。

そこで指導の平仄
ひょうそく

を合わせておけば、コーチ

間で指導が異なる状況は避けられると思う。加

えて定期的にスタッフ間でミーティングを行い、

指導方針の認識を合わせるようにしている。 

 

Q プレーに関して怒声・罵声がないのは理解

できるが、挨拶や礼儀、野球以外の行動（準

備や片付けなど）について指導をする際も怒

声・罵声はないのか。その場合、どのように指

導をしているか。 

A そもそも、いかなる指導をする局面におい

ても怒声や罵声は一切必要ないと考えている。

挨拶や礼儀については、諦めずに粘り強く重

－ 12 －
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要性を説明し続けており、ようやく段々とチー

ム全体でできるようになってきた。準備や片付

けについても、あるべき姿を教えているが、そ

こに怒声や罵声は一切必要ない。小学生も立

派な人間なので、普通に背景や意図を丁寧に

説明すれば理解してくれる。 

 

Q 中桐さんが別の地域に新たに同様のチー

ムを立ち上げるならば、まず何から行動するか。 

A 今のクラブを立ち上げた時と同様に、まず

はチームのコンセプトを決め、ホームページを

立ち上げる。ホームページができれば、もうチ

ームは「できた」ということになる。意外に簡単

にできる。ホームページをハブにしてそこに掲

載されている理念に賛同する指導者や子ども

たちが集まってくるイメージである。 

 

Q ポジション、レギュラーなどどのように決め

ているのかを知りたい。 

A 小学生のうちはポジションを固定せず、す

べてのポジションが守れることを理想と考えて

いるので、できるだけたくさんのポジションがで

きるように指導しているが、投手、捕手、一塁

手に関しては比較的「専門性が高いポジション」

として、本人の希望および適性を考慮して決

めている。全員試合に出ることが一つの目標

なので、固定のレギュラーをしっかり決めては

いないが、試合に出られる時間の長さは、その

子の野球スキルやチームワークを考慮して総

合的に判断する。 

 

Q 今後、クラブを 5 年、10 年存続させるため

に、代表やコーチをどのように次の方に引き継

ぐか、考えていたら教えてほしい。 

※「後継者がいない」という質問が複数あった。 

A 私は代表の立場だが、週 1 回だけの活動

であることと、必ずしも代表が毎回練習に参加

しないといけない決まりがあるわけでもないの

で、この先も社会の需要があれば、細く長く続

けていけると考えている。コーチは年月が経過

すれば入れ替わりがあると思うが、私は当クラ

ブを卒業した子どもたちが将来大学生くらいに

なった時にコーチとして戻ってきてくれることを

楽しみにしている。今から「練馬アークスで楽し

い野球を教えてもらったので、僕も将来はこの

楽しい野球を教える役割を担いたい」と嬉しい

ことを言ってくれている子が既にいるので、期

待している。 

 
 

 

中桐 悟氏  

 

三児の父。既存の学童野球チームの運営体制に疑問を感じ、2021年 4月にゼロからクラブを立ち 

上げた。クラブは練馬区、板橋区を拠点に、連盟非所属の独立チームとして活動。「保護者の業務 

負担一切なし」「罵声や高圧的な指導を完全禁止」「勝利至上主義の否定」など 9つの約束を掲げ、 

野球を通じた子どもの成長を目指す。自身の野球経験は乏しいため必要なリソースを各分野から 

集めてチームをコーディネートしている。BFJ公認野球指導者＜U-12,U-15＞資格保有、会社員。 

－ 13 －
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主な講義内容               

子どもを成長させる大人になるために  

１． 「自分の成育歴を整理する」ことが重要 

子どもを成長させる大人になるために、指導

者も保護者もまずは自分の成育歴を整理して

ほしい。どのように育てられたかということは、

その人の子育てや指導に大きな影響を及ぼす。 

事前質問の中に「過保護や暴言等が目立

つ保護者に対して、指導者や周囲の保護者が

できる工夫はあるか」という問いがあった。皆さ

んには、暴言が目立つ人、過保護になってい

る人の背景に注目してほしい。指導者がその

保護者を頭ごなしに否定してしまうと、そこには

対立の構図しか生まれない。できれば「僕もそ

ういう時期があったよ」「私もそうだったよ」という

共感から始めて、「あなたはなぜそういう振る舞

いをしてしまうのか」ということを傾聴してほしい。 

 

２．「子育ての軸」「育成の軸」をつくる 

 次に「家族やチームをどのように育てたいか」

「自分たちはどのように運営していくか」を考え

る。その際に「子育ての軸」「育成の軸」を作る

ことが重要で、譲れないものを決めたらぶれな

い強さを持つ。 

本日は最低限の軸として3点を紹介したい。

1 つめは早寝早起きである。成田奈緒子氏は、 

 

 

「からだの脳（生きるための脳）」「おりこうさんの

脳（人間らしさの脳）」「こころの脳（社会の脳）」

を順に育てることが重要と説く。からだの脳を

作るのに不可欠なのが「早寝早起き朝ご飯」で

ある。からだの脳を作っていないうちに無理に

スポーツをさせると、最終的にこころの脳が育

つ思春期にアンバランスな状態になってしまう。 

4 
第 

回 

講師：島沢 優子氏 

（ジャーナリスト） 

2024年 5月 21日（火） 19:00～20:30 開催 

「子どもを成長させる大人」五つの条件 

図表 1-3 脳の発達は順序が大切 

出典 『高学歴親という病』 p.117 

（成田奈緒子著／講談社+α新書） 

－ 14 －
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2 つめは心理的安全である。私たちの脳に

は、意欲をコントロールする「線条体」がある。

子どもの線条体は、リラックスしている時、尊ば

れている時、安心していられる時に活発に動き、

反対に大人からけなされた時、否定された時、

嫌なことを言われた時、理不尽なことをされた

時には動かなくなる。 

3 つめは主体性である。サッカー指導者の

池上正氏が中学生を指導していた時のエピソ

ードがある。大差で負けていた試合中に、選手

の父親が後ろで金網をぐらぐらと揺らしながら

「池上さん、負けているのですよ。ちゃんと言っ

てくださいよ」と叫んだ。池上氏はその父親に

「甘やかしているわけではないですよ。私はも

しかしたら日本一厳しいコーチかもしれないで

すよ」と言った。なぜ厳しいかというと、子どもた

ちが今、どのような状況になっているのか自分

たちで気づく必要があるからである。池上氏の

指導は、子どもたちが自分で気づき判断する

ことを追求している。 

 

３．「怒らないスキル」を方法論ではなく原論で 

 子どもの能力を解放するには、子どもが自分

で判断できる環境が必要であり、そのためには

子どもたちに任せなければならない。勝つため

に大人が命令していると、状態が悪い時には

子どもたちが集中していないようにみえ、結局

は根性論で怒ってしまう。その結果、子どもた

ちは自分で判断ができなくなる。 

 スポーツの指導者の中では「自分で考えさせ

る」ことがトレンドになっていて、コーチたちは

怒りながらも一方では「考えろ」と言ってしまい、

矛盾している。「怒ることは子どもの成長を妨げ

る」という原論を理解すると、大人は怒る以外

の方法を探すようになる。指導スタイルを変え

て成功体験を積み重ねると、怒る必要がなくな

る。教育や子育ては単純ではなく、怒るか褒め

るかという二者択一ではない点にぜひ気づい

てほしい。 

 

４．何かを決めるときこそ「放牧」せよ 

 たとえばサッカーのセレクションなど、何かを

決める時に大人たちがいかに子どもたちに任

せられるかが大事である。私はどのセミナーで

も、「子どもが何かを決めるときこそ『放牧』しま

しょう」と話している。放牧とは、もちろん一緒に

考えたり聞かれたことに意見を言ったりはする

が、世話を焼かないで、子どもたちに決めさせ

ることである。 

この時、特に保護者はダブルバインド（＝

「二重拘束」、2 つの違う価値観を持つこと）の

状態が起きやすい。普段は「楽しんだらいいよ」

と言う一方で、進学や何かを決める際には急

に「勝て」「頑張れ」と言い出すダブルバインド

になると、子どもは最も混乱する。 

 

５．空は果てしない「問うスキル」は方法論で

はなく哲学 

 日本サッカー界に多大なる貢献をしたイビチ

ャ・オシム氏は、指導の中で「俺はこう思うけど、

おまえはどう思う？」と選手にいつも問いかけ

ていた。「空は果てしないぞ。おまえはもっと上

に行けるはずだよ。上に行くにはどうしたらい

いのか？」という言葉もある 1)。 

 オシム氏はそのように問いかけながら、わざと

チームにカオスをつくり出し、選手が自分たち

で切り替え、考えてコントロールするようにして

いた。これは私が先ほどお話しした主体性が

ないとできないことである。 

 今は暴言やハラスメント、体罰などに対して

は明確に NG が出されるものの、保護者や指

導者の望ましい姿やスタイルが提示されてい

－ 15 －
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ない。保護者であれば家庭で、指導者であれ

ばクラブで、教員であれば学校で、スタイルを

変えることをぜひ考えてもらいたい。伸ばす大

人の行動は、「問いかける」「傾聴する」「楽しま

せる」「考えさせる」「余裕を持たせる」と「自ら

学ぶ」という、5 つの他動詞と 1 つの自動詞が

ポイントになる。 

 

1) オシム氏の具体的なエピソードについては

以下を参照。 

島沢優子,2023,『オシムの遺産―彼らに授け

たもうひとつの言葉』竹書房. 

 

参考文献 

成田奈緒子,2023,『高学歴親という病』講談社

＋α新書． 

 

質疑応答              

※質問と合わせて具体的なエピソードをいた

だいたケースもありますが、一部を編集して掲

載します。 

 

Q 子どもが小学生の頃から野球を続けて、高

校には野球推薦で入学した。ところが「今まで

親の圧に逆らえずに頑張ってきた。本当は高

校では別のスポーツがしたかった」と急に言い

出した。実は今、学校にも部活にも行けていな

い。親の私たちは圧をかけたつもりはないが、

子どもに対する態度に反省の毎日である。子

どもがスランプに陥っている時、特に環境の変

化等で急に糸が切れたように変わってしまった

時に、親はどうあるべきか。 

A 「圧をかけたつもりはないが、態度に反省の

毎日」がダブルバインドであり、子どもは混乱

する。まずは子どもに「ごめんね、自分たちは

そんなつもりじゃなかったけれども、『野球頑張

れ』と言い過ぎちゃったよ」と謝った上で、「相

談に乗るから、これからどうするかということを

いつでも聞いてきて。その時まではゆっくり休

めばいいよ」と言ってあげてほしい。 

 子どもが「行けない、もう駄目だ」と言えたこと

は、子どもが弱みを見せられる親であれたとい

うことで、そこは親御さんたちも自分を褒めて

ほしい。謝ったあとは、「任せたよ、どうするか

は一緒に考えよう」というスタンスで「放牧」して

いく。 

 もしあまりにも心が壊れているようなら、医療

機関に行かなければならない。不安になって

いる子どもは昼夜逆転していることもあるので、

その場合はまず生活リズムを整える。そのよう

な対応を、保護者もいろいろ学んでほしい。 

 

Q サッカーの指導者として、全員に出場の機

会を作り、みんなでサッカーをすることを大切

にしている。しかし、一部の選手と保護者には

「勝つために交代しないほうがいい」「あなたに

は勝つ気がない」と言われる。粘り強く対話を

重ね、理解を求めているが、ときどき自分よが

りになっていないか不安になる。どのように合

意形成を取っていけばよいか。 

A 指導者が 1 人で戦うのは大変である。これ

はクラブの問題であり、まず「このクラブでは子

どもをこのように成長させます」という哲学や文

化を作る必要がある。「自分よがりになってい

ないか」に対しては、私は「いえ、そうではない。

これでいいですよ」と言いたい。日本サッカー

協会（JFA）も「補欠ゼロ」を提唱しているので 2）、

「JFAはこう言っていますよ、育成はこういうふう

にやりますよ」と知らせて、クラブで合意形成が

できればよいと思う。 

保護者に対しては上から物を言わないこと

－ 16 －
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が大切だ。「一緒に子どもを育てるために、自

分たちができることを共に学びましょう」と話し

て、さまざまな情報を取り入れてぜひ一緒に考

えてほしい。 

 

2） JFA グラスルーツ推進・賛同パートナー制

度のテーマのひとつに「みんな Play！補欠ゼ

ロ」があり、ウェブサイトでは賛同パートナーに

認定された具体的なチームの事例が紹介され

ている。 

https://www.jfa.jp/grass_roots/partner/play/ 

 

Q 大学生がスポーツをささえられたらよいと考

えるが、責任の問題や、指導力不足の問題を

どう考えたらよいか。 

A 指導にあたり「教えなければいけない」「習

わせないといけない」と思わなくてよい。「子ど

もたちが自分でやってみる」「子どもたちと一緒

に遊ぶ」というように、少し違う捉え方をしてほ

しい。中学生ぐらいになると YouTube やアプリ

など、選手が自分を高められる道具がたくさん

ある。ぜひ自分で考えてできる子どもにしてほ

しい。その前にまずは大学生自身が自分を省

みて、自分はどのように育ったのか、主体的に

動けているか。そうではなかったら、そうならな

いためにどうするかを考えていけばよいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

島沢 優子 氏 

 

筑波大学 4年時に全日本大学女子バスケットボール選手権優勝。卒業後、英国留学等を経て日刊 

スポーツ新聞社東京本社勤務。1998年フリーに。主にスポーツや教育関係をフィールドに執筆。 

『AERA』で「ブラック部活」というワードを最初に社会に届けた。著書に『スポーツ毒親 暴力・性虐 

待になぜわが子を差し出すのか』（文藝春秋）、『部活があぶない』（講談社現代新書）など多数。 

編著に『スポーツの世界から暴力をなくす 30の方法』（合同出版）など。2020年より日本バスケッ 

トボール協会インテグリティ委員。2021年より沖縄県部活動改革委員。 

 

 

 

 

－ 17 －
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2. クラブチーム取材 

 

本章では、「浜松アークスピリッツ」「北摂ベースボールアカデミー」「浜北太陽野球スポーツ少年団」と

いう 3 つの野球チームの取材内容と、第 3 回セミナー講師の中桐氏が立ち上げた「ジュニア・エンジョイ・

ベースボール・コミュニティ」（JEBC）運営メンバーによる座談会の様子をまとめている。すべての対象が野

球関係者となった背景には、保護者の負担という観点で、野球がほかの競技に比べて課題が顕在化しや

すい特性があるといえる。一般的に保護者、特に母親の間では「野球を習わせるのは大変」という認識が

強いが、データ上でもその実態が確認できる。以下では、2021 年度に実施した「小学生のスポーツ活動

における保護者の関与・負担感に関する調査研究」から、野球を習っている子どもの母親がどのように活

動をささえているのかを示すデータを紹介する。なお、データはすべて第 3 回セミナーでコーディネータ

ーが使用した資料から転載している。 

ここでは有効回答 2,400 名のうち、「野球」「サッカー」「水泳」「バレエ・ダンス」「バスケットボール」「テニ

ス」「武道」「体操教室・体育教室」の 8種目を実施している 948名を分析対象とした。回答者の子どもが習

っている競技種目は多岐にわたるが、ケース数の多い上記 8 種目に絞っている。なお、複数の種目を行

っている場合には、保護者がより関わっている 1 種目を選択してもらった。また、ここでの「武道」には空手、

相撲、少林寺拳法、合気道などが含まれるが、剣道と柔道は別項目として扱っているため含まれていない。

各種目の詳細なデータは割愛し、野球を中心に考察を行った。 

図表 2-1 では、家庭内やチーム内でのサポートについて、母親が「よくする」と回答した割合を種目別

に算出している。8 種目の数値を高い順に左から並べ、野球が該当するセルは太字とハイライトで強調し

ている。野球は 19項目中 14項目で、8種目のうち最高値を示し、多くの母親が家庭やチーム内で子ども

たちをささえるために高頻度で関わっていることがわかる。 

 

図表 2-1 母親の関与（種目別） 

 

注) 「よくする」の%。 

 

 

最も高い種目 最も低い種目

【家庭内】 弁当づくり 33.3 12.2 11.3 5.1 4.7 4.3 2.4 1.1

ユニフォーム等の洗濯 90.2 84.3 78.2 77.7 69.4 62.5 58.5 56.4

お子様の送迎 83.0 80.0 77.3 76.9 72.2 70.6 70.4 69.4

練習の付き添い・見学 43.1 38.3 36.7 29.4 28.2 26.4 24.3 21.6

自主練習 21.7 16.3 13.7 11.4 7.7 6.8 5.7 2.2

大会や試合の付き添い・見学 54.9 47.2 42.1 37.1 32.7 5.7 5.1 4.1

スポーツ用具の購入 48.6 45.9 45.3 45.1 44.9 30.8 27.4 17.0

ルールの勉強 29.4 18.9 16.3 12.9 10.5 7.7 4.4 2.3

【チーム内】 お子様以外の子どもの送迎 17.6 16.0 15.8 12.2 11.4 10.0 7.7 6.8

お子様以外の子どもの飲食の手配 15.7 12.2 11.3 9.8 7.7 5.7 3.4 2.9

クラブの練習の補助 8.5 7.8 7.1 6.1 4.5 2.6 2.3 1.5

クラブの練習の指導 7.8 6.6 6.1 3.4 2.6 1.5 1.5 1.4

活動場所の手配や予約 5.9 4.7 3.0 2.6 2.3 2.0 1.4 1.2

指導者や保護者の送迎 5.9 3.8 2.3 2.0 1.4 1.0 0.0 0.0

指導者・保護者の飲食手配 5.3 3.9 2.9 2.8 2.0 0.2 0.0 0.0

大会等の観戦場所の確保 7.8 3.8 2.3 2.0 1.4 1.1 1.0 0.0

指導者・保護者間の連絡や情報共有 15.7 13.5 12.3 7.1 6.1 4.5 2.6 1.5

メーリスやSNS・ホームページの管理 5.9 4.7 2.9 2.3 2.0 1.0 0.8 0.0

会費の集金や管理 5.9 4.7 4.1 3.0 2.7 2.3 0.0 0.0

－ 18 －
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図表 2-2では、図表 2-1の各項目で「まったくしない」以外の回答をした項目数の平均値を示している。

「よくする」割合だけでなく、頻度は低くても何らかの関与をしている母親・父親の割合を表しているといえ

る。これをみると、母親・父親ともに野球が最多であり、野球の特徴として、母親だけでなく父親もさまざま

な関与をしている様子が浮かび上がる。 

 

図表 2-2 母親の関与・父親の関与（種目別） 

 

注) 図表 2-1に示した各項目で「まったくしない」以外の回答をした項目数の平均値を表す。 
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子どものスポーツをささえる中で、保護者自身も変化を感じることがある。図表 2-3 では、子どものスポ

ーツ活動を通した母親自身の変化をたずねた項目に関して、「とてもあてはまる」の割合を種目別に示し

ている。ポジティブな変化をみると、「保護者どうしで仲良くなれた」「地域との関係・つながりができた」「自

身がスポーツに興味・関心をもつようにあった」は、いずれも野球の母親が最も高い。特に「地域との関係・

つながりができた」は、ほかの種目に比べて 2 倍以上の割合である。一方で「保護者どうしの人間関係に

悩んだ」「ご自身が自由に使える時間が減った」という悩みについても、野球の割合が最も高い結果が示

されている。 

 

図表 2-3 母親自身の変化（種目別） 

 

 

 

  

 

 

 

注) 「とてもあてはまる」の%。 
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このような結果の背景には、野球は民間企業が運営する教室やクラブよりも、地域のクラブチームで活

動するケースが多い点があげられる。本調査で所属するクラブの種類をたずねたところ、取り上げた 8 種

目のうち水泳、バレエ・ダンス、テニス、武道、体操教室・体育教室の 5 つは民間の教室やクラブが大半を

占め、サッカーでは民間と地域のクラブがほぼ半々、野球とバスケットボールは地域クラブが主となる傾向

がみられた（図表割愛）。一般的に地域のクラブは会費が安価に抑えられ、図表 2-4 で月額平均支出を

確認すると、野球は 4,200円と 8種目の中で 2番目に安く、高額な種目の半分程度である。その代わりに

指導者やスタッフがボランティアで指導・運営をしているケースも多く、保護者の当番制も広く取り入れら

れ、負担感の高さにつながると推察される。 

 

図表 2-4 活動にかかる 1 ヵ月あたりの平均支出（種目別） 

もうひとつの背景として、野球の活動時間の長さがあげられる。図表 2-5 では 1 回あたりの活動時間が

3時間以上の割合を示しているが、野球は 71%でほかの種目よりも圧倒的に高い。活動時間が長い分、飲

食の準備やけがの手当て、送迎の負担も増え、全体を管理する役員の仕事も必要となる。 

このように、地域クラブの運営形態と野球の活動特性が相まって、保護者の負担が増加しやすいと考え

られる。近年、野球の指導現場では保護者の負担軽減が課題として意識されるようになり、その解決に向

けた取り組みも進められている。取材したチームでは、保護者の負担軽減だけでなく、活動時間や指導方

針の見直し、怒声・罵声の禁止など、幅広い改革が行われ、子どもも保護者も楽しめるスポーツ環境の実

現に向けた具体的な示唆に富んでいる。 

図表 2-5 1回あたりの活動が 3時間以上の割合（種目別）  
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2024年 4月、静岡県浜松市に練馬アークス

ジュニア初の姉妹チームである浜松アークスピ

リッツ（以下、浜松 AS）が発足した。監督は練

馬アークスジュニアのコーチも務める石井悠喜

氏で、浜松市内の複数の野球場を利用して活

動している。指導理念には、練馬アークスジュ

ニアと同様に「保護者の業務負担ゼロ」を掲げ、

大会での結果を目的とせず、軟式野球連盟に

は加盟せずに活動している。 

 

１．チーム発足の経緯 

石井氏は横浜市出身で、大学時代から練

馬アークスジュニアでコーチを務めている。大

学では教職課程を履修し、最後まで教員にな

るか悩んだものの、サッカーチームでのインタ

ーンや練馬アークスジュニアでの指導経験を

通して、学童野球チームを自ら設立する決断

をした。就職を機に浜松市に引っ越し、慣れな

い土地でありながらも 20 代の若さで新たなチ

ームの創設に至っている。 

監督の石井悠喜氏 

 

最初にWebサイトや SNSを開設し、2023年

8 月に第 1 回体験会を開催した。当日は年長

から小学 4 年生までの子ども 14 名が参加し、

大半が野球初心者であった。11月には第 2回

体験会を実施し、その後入会受付を開始する。

2024 年 1 月の初回練習時には既に定員に達

し、4月に正式なチームとして発足した。7月の

取材時点では、メンバーは 3・4 年生を主体と

する 15名、定員が空くのを待つ「キャンセル待

ち」の子どもも約 15 名であったが、その後も希

望者が相次ぎ、11 月時点では「キャンセル待

ち」が約 25名に増えている。 

指導スタッフは石井氏を含めて 7 名が在籍

している。横浜や浜松で知り合ったスタッフ、

提携チームであるビクトレ豊橋から来るスタッフ、

静岡県野球連盟に所属するアスレティックトレ

ーナー（AT）も含まれる。ATは浜松ASが連盟

非加盟であることを理解した上で連絡を寄せ、

スタッフとして協力している。日曜のみ来られる

スタッフや、2 ヵ月に 1回程度参加するスタッフ 

第 1回体験会 

「めっちゃ楽しい!!」野球教室 

20代監督、新天地で挑む指導への思い 

浜松アークスピリッツ （静岡県浜松市） 

 監督 石井 悠喜 氏 

 2023年 8月 20日（日） 2024年 7月 13日（土） 訪問 
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もいて、基本的には石井氏が指導を行ってい

る。 

ユニフォームとキャップは青を基調としたデ

ザインが採用され、用具は基本的に各自が持

参している。会費は月 7,300 円で、練馬アーク

スジュニアと同様に野球チームとしては割高で

はあると認識するが、指導者には謝金を支払

っている。現在は対外試合を行っていないも

のの、2025 年春ごろには市内のチームと試合

ができるよう検討している。また、石井氏は現

在も度々上京して練馬アークスジュニアで指

導しており、両チームによる合宿も実施してい

る。ゆくゆくは、試合の実現も期待されている。 

チームの運営方針は基本的に練馬アークス

ジュニアの指針を受け継いでいるが、石井氏

は教員志望だったこともあり、教育的な視点を

大切にして、夏休みの勉強会や練習前の宿題

の時間を設けることもある。子どもたちへの声

掛けにおいても、「楽しくやるためにはどういう

ことが必要だろう」「やるべきことをやらないで、

やりたいことだけやるのは違う」というスタンスを

大事にしている。 

また、日ごろの練習では iPadや野球ノートを

活用している。子どもたちは手慣れた様子で

お互いのプレーを iPad で撮影し、動きの確認

を行っている。野球ノートは目標や練習の振り

返りを記入するものであり、浜松 AS では約 9

割が提出している。石井氏は「書きたいと思わ

せるような声がけや仕組み作り」を意識し、月

末にはノートを回収して一人ひとりに丁寧なコ

メントを書き、シールがたまったら野球グッズと

引き換える仕掛けを取り入れている。ノートを

確認することで、自身では分からなかった子ど

もの気づきや考え方を把握し、日々の指導に

還元している。石井氏は「大人は教えすぎてし

まう。野球ノートを見ると、子どもたちは学んだ

ことをひとつしか書かない。だから、教える時に

は難しく言いすぎず、伝える点はひとつに絞る

よう意識している」と指導方針を明かす。 

 

２．活動中のチームや保護者の様子 

2023 年 8 月に開催された第 1 回体験会で

は、初心者の子どもも対応できるよう基本的な

動作の確認から始め、ゲーム形式の練習まで

が行われた。慣れない環境に緊張した様子の

子どももいたものの、多くの保護者が見学に訪

れ、あたたかい雰囲気の中で進行した。 

複数の保護者に話をうかがったところ、保護

者同士が知り合いのケースはほとんどなく、ネ

ットや SNSで浜松 ASを知って参加したという。

浜松市内のみならず、隣接する湖西市や磐田

市などからの参加者もみられた。母親の一人

によれば、浜松市内には同様に短時間練習・

連盟非加盟・保護者当番なしを掲げるチーム

があるものの、いずれも希望者が多く、小学 1

年生でも既に定員に達しているという。見学者

は皆、東京から来たコーチによる新チームに

大きな期待を寄せていた。 

保護者が特に評価していたのが、「週末 1/4

ルール」（週末の土日を午前午後に 4 分割し、

そのうちひとつの時間帯を野球に使うという考

え方）で、「地元のチームでは土日がすべてつ

ぶれてしまうので参加できない」という声が多く

聞かれた。また、保護者は異口同音に「地元

の野球やサッカーのチームは本当に勝ちたい

子しか入れない」と語っていた。さらに、母親か

らは「共働きのため土日の当番ができない」、

父親からは「野球経験がないので審判は難し

い」という意見も多かった。このような話は練馬

アークスジュニアの保護者からも聞かれており、

同じような意識の家庭が集まっていることがわ

かる。 

－ 23 －
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石井氏は初期の段階では活動場所の確保

に苦労しており、この時の会場も市内北部の

ややアクセスが悪い場所であった。終了後に

は、保護者が石井氏に別の会場を紹介する場

面もみられた。 

チーム設立後の 7 月 13 日に訪問した際に

は、浜松市の中心部に近い和地山グラウンド

で活動していた。野球場は 4 面あり、浜松 AS

を含め 3 チームが同時間帯に活動していた。

時折雨が強まるあいにくの天候で、この日の子

どもの参加者は普段より少ない 10 名であった。

最初は父親 6 名と母親 1 名がいて、数組の親

子がキャッチボールをしていたが、活動が始ま

るとほとんどの保護者はその場を離れ、残った

保護者はベンチや持参した椅子に座って見学

していた。練習はかけっこやラグビーボールな

どの大きなボールを使った運動から始まり、キ

ャッチボールへと進んでいく。 

保護者はしばらくの間、ゆったりと見学を続

けていた。投球練習が始まると、子どもたちは

投げるのに夢中で集球ネットにたまったボール

の回収を忘れていた。その様子に気づいた父

親 2 名が、自主的にボールを回収し始め、そ

の後もボール拾いや用具の運搬などに協力し

ていた。 

投球練習の様子 

 

試合形式の練習では、各チームで子どもた

ちが打順を決めていた。ピッチャーを務める石

井氏に対して子どもが「ナイスピッチング！」と

声をかけ、石井氏が「ありがとう！」と応じる場

面もあった。第 1 回体験会では初心者ゆえの

ぎこちなさがみられたが、この頃にはゲーム形

式の練習が十分に成立し、「めっちゃ楽しい!!」

をテーマに掲げるチームらしく、笑い声や前向

きな発言が絶えない明るい雰囲気が広がって

いた。頻繁に見学に訪れる父親も「この数ヵ月

ですごくうまくなった」と感心する。終盤には迎

えに来る保護者も増えてきたが、怒声や罵声

はまったく聞かれなかった。 

打順を話し合う子どもたち 

 

活動の最後に石井氏が子どもたちに話をし

ていると、数名の父親がグラウンドの整備を始

めた。当番制はないため、手伝いをせずに見

学している親のほうが多い。母親同士の会話

が弾む様子もみられ、体験会の時にはなかっ

た保護者間のゆるやかなつながりが感じられ

た。 

活動中に数名の保護者に話をうかがったと

ころ、「土日がすべてつぶれない」「勝利至上

主義の否定」「保護者の当番なし」の 3 点が野

球に参加するハードルを下げていて、「できる

かわからないけれど野球をやってみたい」とい

う子どもの希望にこたえやすいとのことであっ

た。 

－ 24 －



 

25 

 

保護者との関わりについて、チームを設立し

たばかりの頃には、活動内容や石井氏の声掛

けに対して疑問や異論を持つ保護者もいたと

いう。そのような保護者に対しても、石井氏は

チームの方針や監督としての考えを丁寧に伝

え、信頼関係を築きながら進めてきた。 

 また、20代でチームを立ち上げた石井氏は、

監督としては周囲の指導者に比べて格段に若

い。「僕も子どもを育てた経験がないので、保

護者の方たちは先輩。それが良さでもあり、難

しいところでもある」と述べている。一方で、ある

父親は「『指導者が足りないが、自分たちの方

針に合う方をみつけたい』と監督がおっしゃっ

たのがすごく理解できる。親としても中途半端

な手伝いはどうなのかと迷うけれど、言ってくれ

ればやれることはやってあげたい」と監督の姿

勢に理解を示し、協力的であった。石井氏も

「『来てくれてありがたい』と思ってくださる保護

者、『応援したくなる』『助けたくなる』という思い

の保護者がほとんど」と語る。 

 

３．課題と展望 

浜松 AS にとって、唯一の課題は指導者不

足であった。SNS でも頻繁に募集をかけてきた

ものの、応募はなかなか増えず、「そもそも絶

対数として足りず、たとえ来ていただけてもチ

ーム方針とミスマッチだと難しいので、二段階

で困っている」と率直に語っていた。また、都

心部でアクセスのよい練馬との地域性の違い

や、「浜松に来て 1 年しか経っていないために

つながりが希薄な点」も背景にあると考えてい

た。 

しかし、取材後の 2024年 11月、練馬アーク

スの中桐氏からの紹介をきっかけに、社会人

野球部の選手経験があるコーチが参画するこ

ととなった。その結果、「キャンセル待ち」の子

どもたちにも徐々に入会案内ができるようにな

ったという。さらに、もう一人の社会人コーチや、

学生コーチが加わる可能性もある。学生コー

チの採用について、石井氏は「今までは積極

的に考えられなかったが、自分も子どもたちと

の関係性ができて余裕が出てきた」と心境の

変化を語る。また、保護者にアンケートを実施

し、保護者コーチの導入について意見を求め

たところ、「今の体制がよい」という声が多かっ

た。この結果を受けて、石井氏としても保護者

コーチは設けず、現在の関係性を継続したい

と考えている。 

浜松 AS は静岡県内の複数のチームとも関

係を築いている。当初は「チーム同士のすみ

分け」を意識して、あえて浜松市内のチームと

はコンタクトをとらないようにしていたが、LINE

でほかのチームから連絡をもらい、交流が始ま

っている。こうしてつながりができたチームのひ

とつが 3 節で紹介する浜北太陽野球スポーツ

少年団で、特に活動場所の確保に苦労してい

た時期には、監督の竹内氏から多大な協力を

得た。石井氏も掛川市や静岡市のチームに自

らコンタクトをとり、将来的には静岡県全体での

リーグ構想も視野に入れている。 
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北摂ベースボールアカデミー（以下、北摂

BA）は大阪北部の北摂エリア（豊中市・箕面市）

を拠点に活動する NPO 法人である。子ども向

けの野球教室に加えて、成人向けのイベント

や野球スクール、自治体や企業も巻き込んだ

「豊中スポーツまつり」などの多岐にわたる事

業を展開している。2022年 3月には、スポーツ

庁による第回「Sport in Lifeアワード」の団体部

門優秀賞を受賞し、スポーツ人口の拡大に資

する優れた取り組みとして評価されている。 

 

１．チーム設立の経緯 

北摂 BA の理念の背景には、理事長を務め

る植松剛史氏の専業主夫としての経験がある。

植松氏は小学校の教員を経て、2017年から専

業主夫として家事や育児に励んできた。その

間に周囲の「ママ友」から、野球は保護者の負

担が大きく、習いごととしてのハードルが高いと

いう声を聞くようになった。植松氏は「子どもに 

理事長の植松剛史氏 

 

スポーツを習わせるのは、健康に成長させるた

めだけでなく、親が子どもから離れて自分の自

由な時間を確保する目的もあると、主夫をして

実感した」と語る。 

そこで「親の時間を奪わないチームであれ

ば、参加者が集まるのではないか」と考え、「入

りやすくやめやすいチーム」「保護者の負担が

ないチーム」をコンセプトに、年長児から小学

生を対象とした野球教室事業の立ち上げを決 

意した。学生時代に NPOに関わった経験をい

かして NPO 法人北摂ベースボールアカデミー

を設立し、2019 年に「初心者のための野球教

室」（以下、「野球教室」）を豊中市で開始した。

まずは子どもが野球を楽しめるか気軽に試し

てほしいという思いから、ユニフォームは用意

せず活動時の服装は自由とし、用具もチーム

で貸し出すなど、初期費用の負担を抑える工

夫をしている。2022年には箕面市でも 2ヵ所の

教室を開講し、現在は豊中市の千里北町教室

と箕面市の萱野教室が定員に達し、特に土曜

日の萱野教室は多くの「キャンセル待ち」を抱

えている。 

指導者は 10 数名いて、知人の紹介やネット

での応募が多く、他チームでの指導経験があ

るコーチや小学生を初めて指導するコーチな

ど、経歴は多様である。シフトは各自の都合に

合わせて組んでいる。保護者の当番はなく、

会計担当は植松氏の「ママ友」に依頼し、用具

子どもも大人も野球をあきらめない 

主夫目線が叶えた地域のつながり 

NPO法人 北摂ベースボールアカデミー 
（大阪府豊中市・箕面市） 

 理事長 植松 剛史 氏 

 2024年 9月 18日（水）・19日（木）、10月 20日（日） 訪問 
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の管理・運搬、ビブスの洗濯、広報や活動情

報の整理は、基本的に植松氏が担当する。 

毎回の活動の最後には紅白戦形式の試合

を行うが、リーグ戦などの対外試合には参加し

ていない。植松氏は「試合のためのチームを

作らない」と意識し、遠征や対戦相手を探す手

間を省き、保護者の負担軽減につなげている。 

「野球教室」とは別に、2020 年に「野球場開

放」事業も開始した。これは団体登録が必要な

野球場の借り上げを北摂 BAが行い、子どもた

ちに開放する取り組みである。会場にはバット

やグローブ、軟球、ウレタンボール、テニスボ

ール・ラケットなどが十分に用意され、子どもた

ちは用具を持参せずに参加できる。1 時間ほ

ど自由に遊んだ後、最後には紅白戦を行う。

計 46名が登録する人気の事業である。 

貸出用具で遊ぶ子どもたち 

 

これらの子どもの教室事業は黒字化してお

り、指導者やスタッフへの給与が支払われてい

る。給与体系に関しては、最低時給からの昇

給制度が明確に設けられている。指導者の中

には、ボランティアではなく仕事を探す過程で

北摂 BA をみつけたコーチもいて、「このチー

ムでは有休があるのがポイント」と話す。植松

氏は「今までのスポーツはボランティアでささえ

られてきた部分もあるが、その仕組みを少し変

えたほうがいいかなという思いがあった。最低

限、生活ができる状態にしたい」との考えを示

している。 

また、子どもたちが状況に応じて「野球教室」

と「野球場開放」、既存の他チームを柔軟に選

べるよう配慮している。「野球教室」は初心者が

試せる場の提供を目的とし、レベルの高い環

境で続けたい子どもには既存のクラブチーム

の紹介を重視している。さらに、ほかの種目や

活動に興味をもち、一時的に「野球教室」を離

れた子どもが再び戻る可能性も考慮している。 

「野球場開放」に関しても、既存のチームに

合わず参加するようになった子どもや、他チー

ムに移った後で平日の練習場所を求めて参加

する子どもがいる。北摂 BA 内でも、千里北町

教室が活動する木曜日は 6 時間授業を行う学

校が多く、高学年の子どもが参加しづらいため、

水曜日の「野球場開放」に移ることも認めてい

る。植松氏は「入ったチームに合わなくても、

野球の道が断たれることなく、ほかの選択肢が

ある状態を作りたかった」と語る。 

加えて北摂 BA では、成人向けの事業も拡

大している。2021年には「女性のための野球ス

クール」と「大人の野球イベント」を開始した。

前者は野球初心者の成人女性を対象とするス

クールで、取材時点では 23名が在籍していた。

後者は「野球好きの大人」を対象とした個人参

加型イベントで、キャッチボールやシートノック

から始めて、後半には紅白戦を行う。メンバー

が都合のよい時に気軽に参加できる点も好評

である。「大人の野球イベント」の参加者が、子

どもの教室事業や後述する「豊中スポーツま

つり」のスタッフとして協力するなど、事業間の

好循環もうまれている。なお、これらの活動内

容はすべて、NPO 法人の事業報告書として公

開されている。 

 

－ 27 －



 

28 

 

２．活動中のチームや保護者の様子 

水曜日に訪問した「野球場開放」では、平日

の放課後のため、子どもたちは開始時間前に

一斉に集合するのではなく、三々五々に来場

していた。スタッフは植松氏とコーチ 1 名の計

2名である。 

 この日は子ども 26 名、保護者 3 名（母親 2

名、祖母 1 名）がグラウンドにいた。子どもたち

は自然とグループに分かれ、テニスボールを

使って試合形式のゲームをしたり、コーチとピ

ッチング練習をしたりと、それぞれのレベルや

関心に応じて楽しんでいる。参加して間もない

子どもには、植松氏が適切に声をかけ、自然と

なじめるように工夫している。 

グラウンドに来ていた母親のうち 1 名は今回

がまだ 2 回目の参加であり、もう 1 名は子ども

が年長児であるため付き添いをしている。二人

とも豊中市には多くの野球チームがある中、ネ

ットで情報を集め、北摂 BA をみつけたという。

もう一人の祖母は、「元々は母親が北摂 BA を

みつけ、送迎を頼まれたが、今は自分の運動

を兼ねて毎回ここに来るのが楽しみ」と声を弾

ませる。コーチの到着が遅れていることに気づ

き、集球ネットを慣れた様子で組み立てる姿も

みられた。その後もフェンスを越えたボールを

拾いながら歩くなど、スタッフのように心配りが

行き届いていた。 

続いて木曜日に訪問した「野球教室」（千里

北町教室）には、約 30 名の子どもが参加して

いた。水曜と同様に、子どもたちは三々五々に

集まってくる。野球用のシャツやユニフォーム

パンツを着用する子どももいれば、普段着のハ

ーフパンツやデニムで参加する者も多い。「野

球場開放」と同様にバットやグローブはチーム

から借りられるように用意されているが、自前の

用具を持ち込む子どもが大半である。 

「野球教室」の練習 

 

和気藹々とした雰囲気の中、「野球教室」で

は遊びだけでなく専門的な指導にも注力し、

植松氏が作成した指導案に基づいた活動が

実施される。当日は 15 歳の高校生から 75 歳

までの 7 名の指導者が参加し、練習中は植松

氏が全体を指導し、ほかの 6 名が個々の子ど

もたちに声掛けや指導を行っていた。 

 指導スタッフ 

 

活動の終盤には 10 人弱の保護者が子ども

の迎えや見学に訪れていた。ベンチから楽し

そうに撮影する保護者、グラウンドの片隅でう

たた寝をする保護者、バットを持ち子どもに張

り切ってアドバイスする保護者など、それぞれ

のスタンスで関わっていた。「野球教室」も保護

者の多くは「ネットでみつけた」と述べ、「子ども

が厳しいチームには入れなかった」「親のことも
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考えてくれて入りやすい」「平日にたくさんの大

人が子どもをみてくれるありがたさを感じる」な

ど、チームの特徴を評価する声がよく聞かれた。 

 

３．課題と展望 

北摂 BA の主な課題は、活動場所の確保で

ある。新しい理念で団体を設立すると、さまざ

まな改革は進めやすい。しかし、既存の団体

が多くの場所を押さえており、学校開放も新規

団体を受け付けていないケースがあるため、

活動場所の確保が難しい状況にある。解決策

として平日を活動日に設定したり、既存の団体

と相談して活動場所を共用したりしている。ま

た、「野球教室」のひとつである箕面市の石丸

教室では、市内のサントリー箕面トレーニング

センターと交渉し、施設内の野球場を使用して

いる。 

植松氏は「野球教室」のみでは事業の収益

としては十分でないと考え、将来的な展望とし

てプロ興行の立ち上げを視野に入れている。

北摂エリアで町対抗のローカルなプロ野球を

実施し、興行収入が上がれば野球の普及活

動やコーチの給料、場所の確保などに充てる

計画である。 

その第一歩として、2023 年に地元の企業や

スポーツチームを巻き込んだ「新千里野球ま

つり」を開催した。市内の町別対抗野球大会を

核とした大がかりな地域イベントで、キッチンカ

ーや子どものスポーツ体験コーナーを設け、

「祭りがやっているからなんとなく来た人が、野

球の試合も気軽に見て楽しめる」状態を目指し、

約 800人の集客につながった。 

このイベントを発展させ、2024 年 10 月には

「豊中スポーツまつり」を開催した。豊中市が主

催するソフトボールの「第 57 回豊中市秋季市

民大会」の決勝戦などをプログラムの一部に組

み込み、会場周辺にベンチを設置し、実況も

行って、選手だけでなく観客も楽しめる大会を

模索した。 

植松氏は「地域の会社と地域の人たちをつ

なぐお祭りになるように」と考え、地元の企業や

クラブチームと連携している。協賛は 7 社にの

ぼり、そのうちの 1社である市内のパナソニック

ホームズ株式会社は、当日会場で PR ブース

を出展した。子どもの体験コーナーには、北摂

BA に加えて地元の豊中ラグビースクール、箕

面学園高校、忍者ナインもそれぞれラグビー

体験や体力測定のブースを提供した。現在は

豊中市の助成金を活用しているが、将来的に

は協賛金のみで実施できる体制を目標にし、

その先に地域のプロ野球リーグを構想する。 

植松氏は「教室事業を全国展開する方法も

あるが、広げるよりローカルにエリアを限定して

取り組むほうが、子どもの活動が女性や大人

の取り組みにつながる相乗効果は高いと思う。

野球教室だけで収益を求めると、家庭に多く

の物を買ってもらい、お金も出してもらうことに

なり、結局『野球をするのにお金がかかる』とい

う現状は変わらない」と語る。さまざまな形で企

業と連携し、スポンサー料を得る一方で、保護

者には地元のサービスを楽しみながら利用し

てもらえるよう宣伝する。北摂エリアで継続的

な関係を築きながら、子どものスポーツ環境が

維持される仕組みを構築している。 
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浜松アークスピリッツの石井氏から、同じ浜

松市で活動する浜北太陽野球スポーツ少年

団（以下、浜北太陽）を紹介していただいた。

浜北太陽は、浜松市北部にある市立内野小

学校を主な拠点とする少年野球チームである。

練馬アークスジュニアや浜松アークスピリッツ、

北摂ベースボールアカデミーが最初から現在

の活動方針を掲げて新規チームを立ち上げた

のに対して、浜北太陽は長い歴史のあるチー

ムを改革した事例である。そのため、以下では

チーム改革の経緯を中心に紹介する。 

 

１．チーム改革の経緯 

浜北太陽は 1982年創立、今年で 43年目を

迎える歴史あるスポーツ少年団である。2005

年、現監督の竹内豊氏は、ご子息の入団と同

時に保護者コーチに就任した。この時点でチ

ームには 20年以上の歴史がある。 

監督の竹内豊氏 

 

しかし前監督と保護者会の間でトラブルが 

 

発生し、保護者が二度にわたり監督の辞任を

要求する事態となる。その度に、保護者によっ

て退団させられる団員も複数いたという。最終

的には軟式野球連盟が仲介に入り、監督の辞

任に至ったため、2010年には竹内氏が保護者

監督に就任し、翌年のご子息の卒団後も外部

監督としてチームに残った。 

竹内氏は監督就任時に、保護者による「お

茶当番」を廃止した。コーチ時代には、きょうだ

いの多い家庭の親が毎回のお茶当番を担当

できず、それが原因で保護者同士のいさかい

が生じ、子どもが退団を余儀なくされるケース

があったという。 

ところが、影響力の強いごく一部の保護者が

身勝手なふるまいを続けて竹内氏と対立し、

状況は収束しなかった。連盟からも「監督が代

わっても結局同じことが起きるのであれば、父

母会に問題があるのでは」と懸念を示され、そ

の後、チームは「父母会」の解散に至る。しか

し騒動を経て 6年生が一斉に退団し、さらに前

監督時代の「風評被害」も続いて新規の団員

は増えず、チームは一時期団員 2 名にまで減

少した。このため、およそ 7 年間は公式戦への

参加もままならない状況が続いた。 

苦しい時期が続く中で、2019 年に同じ浜松

市内で活動する浜松タッツンズから練習試合

の打診を受ける。浜松タッツンズは今年で創立

14 年目を迎える連盟非加盟の野球チームで

できる人ができることを 

監督と保護者がささえあう伝統チームの再出発 

浜北太陽野球スポーツ少年団 （静岡県浜松市） 

 監督 竹内 豊 氏 

 2024年 7月 13日（土） 訪問 
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ある。しかし、連盟では規定に基づいた活動や

大会の実施を原則とし、基本的には連盟に加

盟するチーム同士での対戦が一般的である。

そのため、当時連盟に加盟していた浜北太陽

は、遠回しに注意を受けることとなった。そこで

竹内氏は、「現在は公式戦ができる状況にな

い。この先も公式戦を目指すなら連盟に加盟

したままのほうがよいが、目指さないのであれ

ば、連盟を外れて自由に活動しようか」と保護

者に提案し、話し合いを行う。結果、浜北太陽

は連盟非加盟での活動を選択する。ただし、

代替わりした後の保護者が再加盟を希望する

場合に備え、竹内氏は連盟に話を通している。 

ここからチームにおける数々の改革が始まる。

活動方針に「脱勝利至上主義」を掲げ、活動

日時は土日いずれかの午前とした。試合はＴ

カップ大会という自主大会を開催していたが、

現在はオールジャパンベースボールリーグに

参加している。同リーグは全国各地で軟式野

球のリーグ戦を開催し、各チームが対戦相手

や日程、球場や審判を調整する「自主対戦方

式」を採用している。試合規定では、「小等部

大会」には、「日本国内で活動する学童軟式

野球チームであれば、どのチームでも」参加で

き、「大会規約にのっとり、マナーを厳守したフ

ェアプレーができること」を参加資格としている。 

浜北太陽では、練習出席率が上位の子ども

を優先して試合に出場させている。同率の場

合のみ学年や入団順のアドバンテージがある

ものの、低学年の児童でも練習への参加が多

ければ試合に出場できる仕組みである。 

また、公式戦出場に伴う遠征費などが不要

になったため、会費は以前の月 3,000 円から

月 2,000 円に減額された。竹内氏は、指導者

が報酬を得るべきという価値観を十分に理解し

ながらも、自身はあくまでボランティアとして関

わり続けたいという思いから、報酬を受け取っ

ていない。 

保護者の関わり方も大きく見直された。廃止

した保護者会に代わり、現在は 3 年生以上の

各学年から保護者の代表 1名を出してもらい、

6 年「代表」、5 年「会計」、4 年「会計補佐」、3

年「監査」と監督の計 5名で構成する「役員会」

を組織している。役員会においては 5 名が同

等の議決権をもち、基本的には話し合いを行

い、決まらない場合には多数決を採用する。 

当番制を設けていないため、普段は送迎の

みを行う保護者も多い。一方で、約 40 名の団

員に対して常駐する指導者は竹内氏と外部コ

ーチ 1 名であり、年に 2 回行われる保護者会

では「当番のシステムはなくすが、関わる大人

が多いほうがよい活動はできる」と伝えている。

こうした意図を保護者も理解し、自主的に参加

して練習を補助する父親が一定数みられる。 

また、会費 2,000 円のうち 500 円は「サポー

ト会費」として管理され、活動をサポートする父

親たちの忘年会費や、野球応援のガソリン代

の補助などにあてられている。このようにして、

参加する保護者と参加しない保護者の差を埋

める工夫がなされている。 

竹内氏は保護者会でトラブルが起きていた

頃を、「指導者が少数で保護者が多数のため、

議論の分が悪く、会長が勝手に『全体の意見』

と言えば全体の意見ということになってしまう。

正常な議論ができない」と振り返る。また、保護

者の役割については「指導者や先生を子ども

に向かせること」と述べる。父母会を解散し、子

ども・指導者・保護者の理想的な関係性を明

確にしたことが、現在のチームにおける保護者

の関わり方を形づくったといえる。 

このような改革の結果、近年は団員が急増

し、ほかの少年団から「なぜそれほど集まるの
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か」と聞かれるほどになっている。竹内氏や保

護者は、そのきっかけを 2018 年 9 月から始め

た Facebook と推察する。Facebook の「自己紹

介」欄には、「お茶当番、父母会が無いチーム

です。親が忙しく、既存の野球チームに参加

出来ない子供たち中心に親同士も和気あいあ

いと活動しています。」と書かれ、当番なしの方

針が前面に打ち出されている。 

現在、2 年生以上は定員に達したため新規

入団を断っている。活動方針に共感して選ん

だ家庭が多いため、団員は内野小学校区に

限らずさまざまな学区から通っている。1学年 7

名を定員としているが、実際には 9～10 名、現

在は総勢 32名で活動している。 

竹内氏は定員を超えても、ひとり親の家庭

や発達障害児、きょうだいが障害児の子どもな

どは例外的に受け入れている。そもそもどの保

護者も同じサポートができる前提には立ってお

らず、「できる時にできる人ができることを」「で

きない世帯を責めるのではなく、やってくれた

世帯に感謝をする」という方針が掲げられ、保

護者内にも浸透している。 

竹内氏と子どもたち 

 

２．活動中のチームや保護者の様子 

訪問した日は変わりやすい天気の中、8 時

半から 12時まで活動が行われた。内野小学校

のグラウンドは広く、別のサッカーチームと半

面ずつに分けて使用している。朝の時点で子

ども 30 名弱と父親 8 名が集まっていた。必要

な用具はグラウンドの倉庫にあり、子どもも父

親も慣れた様子で取り出している。父親たちは

バックネットなどの大きな備品を運んだり、サッ

カーチームとの境目にネットを張ったりと積極

的に準備を進めている。子どもたちは背中に

名前の入ったおそろいのユニフォームを着用

し、刺繍入りのエナメルバッグを持参している。

練習に参加していた父親によると、団員数が

急増したため、背中の名前で誰かを判断しや

すくなり、非常に役立っているという。 

低学年を中心としたティーボールなどを行う

グループと、高学年を中心に実戦練習ができ

るグループに分かれ、バッティングや守備練習、

試合形式のプレーと続く。父親 8名は、技術指

導をする者、ボール拾いに協力する者、写真

撮影や、参加率の高い団員への参加賞を準

備する者など、それぞれが多様な立場で活動

をささえている。低学年・高学年いずれのグル

ープにもコーチに近い役割を担う者がいるた

め、父親だけでも多くの活動を円滑に進めら

れる。父親たちは「来られる時に来るだけだか

ら大変ではない」「来るのが好きで楽しい」と

口々に語る。 

チームに長く携わり保護者の中でも中心的

な父親は、「普段練習に来ない親、来られない

親にはなるべくやりやすい仕事をお願いして

いる」と語り、夫が海外在住で乳児育児中の母

親は、「子どもの練習はお父さんたちがみてく

れて、自分は自宅で簡単にできる作業を任さ

れているので、助かっている」と感謝する。活

動終了の時間が近づくと、迎えに来る保護者

の数も増える。乳幼児連れの保護者も多く、子

どもたちから目が離せない様子だが、可能な

保護者は片付けに協力し、自然と「できる人が

できることを」サポートする状況がうまれている。 
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試合形式の練習 

片付けに協力する保護者 

 

浜北太陽の入団申込書には「浜北太陽を選

んだ決め手」という欄がある。具体的な記述を

みせてもらうと、「勝利至上主義ではないという

点と保護者負担が少ないという点」「連盟に入

っていない。家族の時間も考えてくれている。」

「親の負担が少ないということも決め手ですが、

何より楽しくのびのび野球ができる。だけど時

間を守る、簡単に休まない、上手い下手だけ

でなく努力を認めてもらえる、という事を大切に

しているところ」（いずれも誤字以外は原文通り）

など、改革を進めたチームの特徴を保護者も

理解し、選択した様子がうかがえた。 

 

３．課題と展望 

浜北太陽はスポーツ少年団として活動して

いるため、本章で取り上げているほかのチーム 

とは異なり、活動場所の確保に問題はない。

一方で指導者の確保は他事例と同様に課題と

いえる。この点について、竹内氏は「今に限っ

たことではない。これまでにも潤沢に指導者が

いた時期はない」と語る。 

解決を目指し、2026 年度には浜松タッツン

ズとの合併を予定している。一般的にチーム

間の合併は、子どもの数が減少しやむを得ず

行われる「消極的合併」が多く、調整が難航し

たり合併後に先細りしたりするケースが珍しくな

い。それに対して、竹内氏は今回の合併を「積

極的合併」と位置づけている。両チームともに

団員数に余裕がある中での決断であり、事故

防止や子どもの安全確保を徹底しつつ、選手

ファーストの理念で団員がよりよい環境で成長

できるチーム、保護者が安心して子どもを入団

させたいと思えるチームを目指している。 

新チームではタッツンズの現監督が「監督」

に就任し、竹内氏は「ゼネラルマネージャー」と

して活動をささえる。練習にも参加し、ヘッドコ

ーチの役割を担いながらも、主には対外調整

や保護者対応を受け持ち、監督が子どもたち

の指導に専念できる環境づくりを進める。 

さらに試合の対戦相手を確保するため、浜

松市および近隣市内における連盟非加盟の

チーム同士の話し合いを進めている。浜松市

を中心とする静岡県西部地域では、過去 2 年

間で浜松アークスピリッツをはじめとした連盟

非加盟のチームが 6チーム新設されている。こ

れらのチームとタッツンズ、浜北太陽が連携し、

竹内氏は中心的存在となっている。 

将来的には、連盟加盟チームと非加盟チー

ムが交流できるよう、連盟との交渉や新リーグ

の設立も視野に入れている。また、リーグ内で

定員に達したチームがある場合には、希望者

に別のチームを紹介するなど、各チームが適

正な人数で活動できる環境も検討している。
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第3回のセミナーから約4ヵ月後の2024年4月1日、中桐氏は小中学生の野球チームが集う組織

「ジュニア・エンジョイ・ベースボール・コミュニティ」（JEBC）を立ち上げた。JEBCには、北海道から

沖縄までの30チーム（2025年1月時点）が参加し、「第二の選択肢」として、現在の社会環境やニー

ズに適応した先進的な野球の場を増やす取り組みを推進している。また、セミナーで紹介された

PCGリーグを引き継ぎ、「INTINITY BASEBALL LEAGUE U-12」（インフィニティ・ベースボールリー

グ U-12）という新リーグを始動している。 

 今回は、中桐氏を含む実行委員メンバー3名に、JEBC結成の経緯や今後の展望に加え、学童

野球の課題や保護者の理想的な関わり方について、幅広く語っていただいた。 

 

１．自己紹介・チーム紹介 

中桐 練馬アークス Jr.ベースボールクラブ（以

下、練馬アークス）の中桐です。私自身は野

球経験がほとんどありませんが、「外部のリソ

ースを活用し、保護者の負担を減らしながら、

みんなに楽しく野球をしてもらおう」というコン

セプトでチームを運営しています。 

島本 練馬アークスは子どもたちが程よく熱量

をもちつつ楽しんでいる、そのバランスが最

高。 

齊藤 クラス分けされて、トップクラスの子たち

はより上を目指していますよね。練馬アーク

スの子はみんなうまいです。サードの子がバ

ックハンドで捕ったり、走りながら片手で捕っ

てファーストに投げたりしていました。 

中桐 正面に入れる打球は正面に入るように

伝えていますが、バックハンドにトライしたこと

を否定はしません。みんな勝手にうまくなっ

ています。 

 

 

練馬アークス Jr.ベースボールクラブ代表 
中桐 悟 氏 

 

島本 さいたまインディペンデンツ（以下、イン

ディペンデンツ）の島本です。私はずっとサッ

カーをしてきましたが、仕事で野球メディアに

携わった縁で、子どもの野球に関わるように

なりました。自分の子どもが小学生になり、野

球をやらせたいと思って、2022 年に「元気・

感動・繋がり」をコンセプトにしたチームを立

ち上げました。 

齊藤 インディペンデンツは野球だけでなく、

学童野球に新たな選択肢を 

ジュニア・エンジョイ・ベースボール・コミュニティ 

（JEBC） 

 中桐 悟 氏  島本 隆史 氏  齊藤 宗章 氏 

 2024年 12月 10日（火） 座談会開催 
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ラグビーやサッカーなどいろいろなスポーツ

をやっているのがすごい。野球でもコーチが

下投げでボールを投げて、子どもたちが思い

切りかっ飛ばして、本当に楽しそうです。 

島本 野球をやるハードルを低くしたいと強く

思うので。小学生のうちは楽しくプレーし、中

学生になっても「野球をやりたい」という気持

ちを持ってもらえたらと思います。 

中桐 あとは指導者の質がすごい。全国の学

童チームと比べても比類ないレベルです。 

さいたまインディペンデンツ代表 
島本 隆史 氏 

 

齊藤 ポジティブベースボールクラブ（以下、

ポジティブ）の齊藤です。私は小学 3 年生か

ら野球を続けてきました。2022 年に今のチー

ムを立ち上げ、今年で 3 年目です。「子ども

たちと仲良く楽しく野球をする」というコンセプ

トで運営しています。 

中桐 齊藤さんのチームは、とにかく雰囲気が

良いですよね。保護者も含めての、ファミリー

感。あの一体感はどうやって醸成したのです

か。 

齊藤 うちは野球の練習だけでなく、都市対抗

を観戦したり、遊園地やアスレチックに遊び

に行ったりします。そういう時に保護者も来て

くれるので、自然と仲良くなります。チームと

しては送迎だけで十分なのですが、保護者

も一緒に活動に参加してくれることが多いで

す。 

島本 あのわちゃわちゃ感、好きですね。元気

がない時がないです(笑) 

ポジティブベースボールクラブ代表 
齊藤 宗章 氏 

 

２．JEBCの結成 

中桐 野球をする子どもの減少に強い危機感

を持っていて、このままでは野球界全体が縮

小すると感じました。でも島本さん・齊藤さん

をはじめ、私のチームと同じような考え方で

運営をしている方が全国にいます。そこで

「お互いを刺激し合い、高め合い、しっかりと

発信もしていこう」というコンセプトで、コミュニ

ティの立ち上げを考えました。 

島本 立ち上げに際して、中桐さんが私たち

に声をかけてくれました。私自身も野球メディ

アの仕事をしてきた中で、情報が共有されて

いないことで損をしているチームや人をたくさ

んみてきたので、横のつながりを作りたいと

感じていました。 

齊藤 私は PGCリーグでお二人と交流があり、

話をもらいました。「何か後ろ盾がほしい」と

いうのも、きっかけになった思いのひとつでし

たよね。 

中桐 国内の学童野球チームの多くはいわゆ

る「連盟」（全日本軟式野球連盟）かスポーツ

少年団に属しています。どちらも歴史ある組

織で素晴らしい面もたくさんあり、否定するつ

もりはありません。ただ、必ずしも今の社会の

流れにフィットしていない部分もあります。 
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学童野球の大きな課題のひとつは、指導

者の質の問題です。もちろんすべてのチー

ムにあてはまるわけではないですが、まっとう

な指導者から論理的に野球を教えてもらえな

い環境があるのが課題だと思います。練馬ア

ークスではコーチには謝礼を払って教えても

らう体制をつくっています。 

島本 練習時間の長さも課題だと思います。私

自身も親なので、土日に子どもにスポーツを

させたいと思う一方で、家族の時間も優先し

たいというバランスの問題を感じています。 

齊藤 うちも共働きだけど、やはり土日がすべ

て野球だと家族でどこにも行けないし。休み

なしだよね。練馬アークスの練習時間はどの

ぐらいですか。 

中桐 最長で 4時間です。 

島本 うちも 3時間、長くて 4時間ですね。 

齊藤 うちも 4 時間です。あと、学童野球では

どうしてもトーナメント戦で勝つために、うまい

子ばかりが試合に出る。その子が肘を壊すこ

ともある。 

中桐 少子化で 1 チームあたりの人数が減っ

ているので、余計にそういう問題がありますね。 

島本 2～3 年生が 6 年生の試合に出るとか、

体力的にはきついですよね。子どもの環境

は関わる大人が守っていかないといけないと

思います。 

中桐 同じような課題意識をもち、連盟に属さ

ずに運営するチームは全国で増えています。

そのような「新しい選択肢」を広げることで、

学童野球の縮小を少しでも食い止めることが

できるのではないかと考えています。 

島本 まさに「選択肢」のひとつです。旧来型

のチームに入るのも良いですが、そのほかの

受け皿が少ない現状を変えることが、子ども

たちの将来につながると思います。 

齊藤 野球は連盟やチームによって、ルール

やボールが異なる。そうしたカテゴリーを超え

たコミュニティがあればいいよね。 

島本 特に少年野球は、つながっているようで

つながっていない。国内のプロ野球が盛り上

がっているのに、なぜ学童野球の組織はそ

れぞれが独立して連携していないのか疑問

に感じています。 

齊藤 学童野球は野球人口の入り口ですから

ね。選択肢を増やして、野球を始めやすい

環境を作ってあげられたらいいですね。 

中桐 これからチームを立ち上げる人や、野球

を始める子どものハードルを低くしたいと思

います。チームを立ち上げるのは大変なこと

だと思われていますが、ホームページとユニ

フォームを作ったら一丁上がり(笑) 

齊藤 本当にそう。それで、JEBCに加入しても

らいたい。 

 

３．JEBCのこれまでの活動 

中桐 2024 年 4 月には、JEBC に所属するチ

ームで集まって、野球教室を開催しました。

島本さんのご紹介で、社会人野球やプロ野

球で実績のあるコーチに来ていただきました。

初回は東京でやりましたが、今後は全国に

広めていきたいです。 

島本 8 月には勉強会も開催しました。大手教

育会社に勤務する東大野球部出身の方を呼

んで、勉強の習慣づくりについて語ってもら

いました。私たちはスポーツと勉強の両立も

大事にしています。オンラインですが、熱心

なチームからは 4～5 人の親御さんが参加し

てくれました。 

齊藤 JEBC の全体ミーティングもオンラインで

やりましたね。各地域やチームの課題を話し

てもらったり、ご質問をいただいたり。 
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中桐 地域によって違う悩みもあれば、同様の

悩みもありました。共有して皆で解決策を語

れて、すごく有意義だった。ほかには、チー

ムの立ち上げ支援や既存チームの変革支援

も行っています。支援したチームには、JEBC

にご加入いただいています。 

島本 最近では、これまでつながりのなかった

チームからも連絡がありますね。少しずつ認

知が広がってきたのかな。 

中桐 全国に学童野球チームは 1 万以上ある

といわれているので、まだまだです(笑)  

「INFINITY BASEBALL LEAGUE U-12」に

ついてですが、2020 年に神奈川を起点に始

まった学童野球の私設リーグ「PCG」（プレー

ヤーズ・センタード・ゲームズ）が前身です。

このリーグは非常に先進的で、勝敗だけでは

なくポイント制を導入しています。たとえば

「全員が出場したら 1 ポイント」「ピッチャーを

2 人以上交代で 1 ポイント」など、子どもたち

を真ん中に、勝敗よりも子どもたちの成長を

いかに促すかを主眼に置いています。練馬

アークスも加盟して、試合をしてきました。今

回 PCG からご相談をいただいて、2025 年度

からは当方で引き継ぎ、コンセプトはそのま

まにリーグ名称を「 INFINITY BASEBALL 

LEAGUE U-12」に変更してリニューアルする

予定です。12 月 1 日から加盟チームを募集

し、すでに首都圏だけでなく静岡、栃木、兵

庫にも広がっています。これを全国に広げて

いきたいです。 

島本 基本的なルールは決まっているけれど、

細かい事情を考慮してチーム同士でルール

を相談できるのも良いですね。 

齊藤 「野球を始めたばかりの子の場合は下

投げでもいい」とかね。本当にやりやすかっ

た。皆一緒に出場できるからいいよね。保護

者もベンチにいる子どもより、試合に出てい

る姿を見たいですよね。 

中桐 試合を通じた成長はものすごく大きい。

トーナメント戦だと負けられない戦いが続くの

で、監督は勝てるメンバーを選びます。PCG

はリーグ戦で、基本的には「全員出場しましょ

う」というレギュレーションなので、チームとし

ての成果より、子どもたちの成長を優先でき

る点が良いと思います。あとは、新リーグでは

試合のマッチングの仕組みを変えました。オ

ンラインのプラットフォームを入れたので、マ

ッチングにかかる運営の負荷がだいぶ軽減

されると思います。リーグ戦ですが総当たりで

はないので、好きなタイミングで好きなチーム

と試合が組めてフレキシブルです。 

島本 運営の負荷は本当に大きかった。表に

は見えない部分で大変なことが多いので、シ

ステムで解決できるのは良いですね。 

 

４．JEBCが考える保護者の役割 

齋藤 ポジティブベースボールクラブでは、保

護者の当番制はなし、父母会の設立は禁止

しています。これも、学童野球を始める上で

大事な選択肢のひとつだと考えます。保護

者の手伝いがどうしても必要になる場面も

多々ありますが、できるだけ私たち運営陣・

指導陣でサポートをしています。 

島本 私たちも父母会等はありません。任意で

一緒に入って練習に参加してくれる保護者

が何名かいます。保護者が自分の子を褒め

るのは普通だと思いますが、うちのチームで

はほかの子どもにも積極的に声掛けしてくれ

ます。その雰囲気づくりは、すごく助かってい

ます。大人が一緒に入って練習することで子

どもの見本にもなり、安心感にもつながります

し、何よりも明るくなって場が盛り上がるのが
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いいですね。 

齋藤 私たちも、お手伝いを申し出てくれる方

にはやってもらいます。ほかのクラブに比べ

て、うちの保護者は見守っている人数が多い

のではないかと思います。練馬アークスはど

うですか。 

中桐 普段は、数名の保護者に練習に一緒に

参加していただき、ご見学の保護者もちらほ

らいらっしゃいます。手伝いではなく「一緒に

参加する」という定義にしています。教えるの

はあくまでコーチで、教え方がぶれないよう

に、そこだけは気を使っています。 

齋藤 うちは保護者から「コーチをやりたい」と

言われれば、資格の勉強をしてもらった上で、

野球経験に関わらず担当してもらっています。

練馬アークスは、保護者のコーチは一切い

ないのですか。 

中桐 私たちの場合は「保護者負担ゼロ」とは

っきり標榜しているので、明確に線を引いて

います。保護者の中には、びっくりするような

野球の経歴をお持ちの方もいらっしゃいます

が、スタッフと保護者は明確に分けて考えて

います。JEBC としては、保護者の関わり方に

ついては、各チームのスタンスを尊重してい

きたい、正解はないと思います。 

島本 ただ、当番制などで親御さんの負担が

増えるのはどうか。 

齋藤 そうですね。負担が大きすぎては良くあ

りません。JEBC として、保護者向けの勉強会

やコンテンツの配信もできたらいいですね。 

島本 保護者のチームへの関わり方も学童野

球の重要な課題のひとつですよね。どのよう

に関わっていくのが正解なのか、運営者は

迷うところではないでしょうか。 

中桐 子どもと保護者の適切な関わり方や距

離感については、言語化するのが極めて難

しいです。ただ、適切な距離感で関わる家庭

のお子さんは、野球がうまくなるスピードが速

い。言い過ぎるでもなく、無関心でもないとい

うか。たとえば子どもが「キャッチボールしよう」

と誘ったら、おそらくたくさん相手をしていま

す。でも細かな指導まではしていないと思い

ます。親から頭ごなしに「こうしろ」「ああしろ」

と指導するのではなく、子どもが自発的にい

ろいろ考えてうまくなって、チームの練習で

確認して、また家で親と一緒に考える、そうい

う関わりが理想的ではないかと思います。 

齋藤 子ども自身がうまくなりたいと思って、

「お父さん、練習手伝って」と自ら発信できる

ような家庭環境も大事です。 

島本 そういう家庭の子は勝手に練習をしてう

まくなりますよね。そうした環境をどう作ってい

くか、仕事と家庭のバランスをとりながら子ど

もに向き合っていくのはけっこう難しいですよ

ね。 

齋藤 難しい。仕事から疲れて帰ってきて、ゆ

っくりしてビールを飲みたい時なら、「あとにし

て」と言いがちですよ(笑) 

中桐 しかも、自分が指摘したいことはちょっと

我慢する。結論は、何も言わないことです。し

っかり見守って、その時々で適切な情報や

道具などを提供してあげる。 

齋藤 一番難しいな。 

中桐 難しいですね。一見遠回りにみえます

からね。 

 

５．JEBCの今後 

中桐 先進的なチームが全国に広がりつつあ

るので、協働して活動の輪を広げ、微力なが

ら学童野球を少しでも持続可能なものにでき

るように尽力したいです。そのために、ほか

の団体がやっていないような新しい施策を打
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ち出して、いろいろな取り組みができればい

いなと思います。 

齋藤 まずは JEBC 加盟チームで選抜チーム

を結成し、オープン大会に出場してみようと

考えています。子どもたちには選抜チームで

新たなスキルや可能性を発見してもらい、チ

ームに還元してほしいです。今、エントリーを

募集中です。ゆくゆくは埼玉選抜、東京選抜、

神奈川選抜などがどこかのグラウンドで一堂

に会して大会をするのも面白いと思います。 

島本 自分のチームだけだとどうしても視野が

狭くなる。ほかのチームのうまい子や特徴あ

る子とコミュニケーションを取り、交流が増え

ていくと面白いですね。あとは、チーム同士

で集まってキャンプをしたり、ワンデイ大会の

ような JEBCカップもぜひ開催してみたい。子

どもたちが寝食を共にして、野球以外で交流

する機会も積極的に設けたい。スポーツを通

していろんな経験をして、中学、高校、その

後の野球人生の礎にしてもらいたいと思いま

す。 

中桐 トーナメント戦では、全国大会まで進ま

なければ全国のチームと交流するのは難し

いと思います。リーグ戦で来られるチームを

招待すれば、勝ち上がらなくても全国のチー

ムと交流できます。 

齊藤 学童野球はどうしても勝ちを求める、大

人のエゴで子どもたちを使ってしまうイメージ

が今も少しあると思います。もっと子どもたち

のために、野球を始めやすくする取り組みの

ひとつとして、JEBCがあると思います。 

中桐 少子化が相当のペースで進んでいます。

今の小学 6 年生の人口は約 100 万人です

が、昨年（2023年）生まれた子どもは約 70万

人で、この十数年で 30 万人以上も減ってい

ます。その中で、野球人口はそれ以上の割

合で減少しているわけですから、野球界が現

状から変わらなければ、早晩野球をやる子ど

もがいなくなる危機感があります。私たちは

野球が楽しいスポーツだと思っていますし、

子どもの成長にとっても絶対に有意義だと信

じています。同じように考えている人が全国

にたくさんいることは確実なので、憂いている

だけでなく行動を、「その一歩を一緒にやりま

せんか」と伝えたいです。 

島本 「やる人がいないのであれば、僕らでや

ろう」ですよね。幼少期、幼稚園ぐらいからボ

ールに触れる機会を作ることで、野球に興味

を持つ子が増えると思います。また、大人が

教えすぎてしまって野球が嫌いになる子ども

も多いと思うので、指導の仕方も変えていき

たいです。 

齊藤 そうですね。JEBC や新リーグでまずは

楽しく野球を始められる環境を作り、「クラブ

やチームは子どもたちのためにある」というメ

ッセージをどんどん発信して、ひとりでも多く

野球を始める子が増える―そういう活動にな

ればいいと思います。 
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3. セミナーのまとめと考察 

 

本セミナーでは、4 名の講師から多様な論点を提供いただいた。第 1 回の岡田氏は、日本の「お茶当

番」について、親の役割や女性・男性の役割を押し付けられる状況に問題があり、海外に比べて母親自

身の「自分は同調圧力を受けている」という認知が非常に高いと語った。また、複数の国における競技スポ

ーツと生涯スポーツの関係性を整理し、日本は子どもの頃に競技主導でスポーツを始めることが多く、年

齢が上がるにつれて参加者数が減少すると指摘した。両者の関係性についてさまざまなパターンを議論

し、できるだけ多くの人がスポーツを楽しめる方法を考えるプロセスの重要性を強調した。 

第 2 回の関氏は、子どものスポーツを中心的にささえる指導者や運営スタッフを、そのさらに下からささ

える存在として、女子マネージャーと母親の共通項を整理した。その上で、母親の役割を女性のケア労働

の観点から考察し、ケアすることへの正当な評価がなく、その価値が低く見積もられている点について問

題提起した。ささえる現場で困っている人がいる場合、心理的安全性が担保された組織で、個人が声をあ

げられる仕組みを整備する必要がある。スポーツを「する」人、「ささえる」人の双方にとって安全で安心な

場を確保し、個別具体的な考察を深める重要性を指摘した。 

第 3回の中桐氏には、保護者の業務負担をなくしたチーム運営の実践例を紹介いただいた。具体的に

は「お茶当番」や「配車（送迎当番）」を廃止し、ITの活用や外部専門家の導入により効率的な運営を実現

していた。中桐氏のクラブはセミナー後も注目を集め、取材が相次ぎ、他クラブからの問い合わせも続い

ている。クラブ間のつながりは、2 章で紹介した「ジュニア・エンジョイ・ベースボールコミュニティ（JEBC）」と

して結実し、保護者の関わり方の見直しにとどまらず、より多くの子どもたちに豊かな野球環境を提供する

ための取り組みを進めている。 

第 4 回の島沢氏には、さまざまな価値観を持つ保護者や指導者がいる中で生じる悩みにどのように対

応したらよいのか、子どもを成長させる大人のささえ方について語っていただいた。指導者が「怒らないス

キル」を身につけ、何かを決める際に子どもたちに任せる「放牧」のアプローチを取るなど、子どもが自ら判

断し成長できる環境を整える重要性を説いた。また、大人が自身の成育歴を振り返ることで、より適切な指

導や支援が可能になると指摘した。大人も学びながら、望ましい関わり方へとスタイルを変えていく姿勢が

求められている。 

 本稿では以上 4 回のセミナーから得られた知見と、これまでの調査結果をもとに、課題と検討すべき視

点を示す。 

 

子どものスポーツを「ささえる」人を守る 

「ささえる」人とは指導者や専門的なスタッフ、自発的に登録して活動するボランティアなどを指すことが

一般的であるが、関氏が指摘したように、子どものスポーツにおいては保護者（主に母親）がさらに裏方と

して「ささえる」役割を担っている。保護者は必ずしも全員が自発的に関わるわけではなく、クラブ内の慣

習や人間関係に疑問を抱きながら、我慢して関わり続ける例も少なくない。 

一方で、近年ではウェブサイトや SNSを活用して情報発信を行うクラブが増え、保護者が家庭の方針に

合ったクラブを選ぶことが可能になりつつある。クラブにとっても、理念に共感する親子が集まりやすくなり、

円滑な運営が実現できる。しかし、多数の保護者に対応する指導者は 1 名ないし数名に限られる場合が
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多く、対応において不利な立場に置かれることもある。保護者と指導者の双方が、過度な負担や不当なク

レーム、理不尽な対応によって疲弊することのない環境を整えるべきである。 

具体的な対応策として、まずは保護者への情報提供が重要である。そもそも地域で取り組めるスポーツ

の選択肢が、保護者に十分伝わっているとは言い難い。保護者が安心して関われるよう、求められる役割

や適切な関わり方、トラブル時の相談先などについても、積極的な情報提供が欠かせない。 

また、指導者への情報提供も不可欠である。保護者と指導者の関係構築については複数の団体が指

針を示しており、近年では共働きの増加に伴う保護者の負担軽減への言及も増加している。しかし、両者

の理想的な関係性やそれを実現するための具体的な体制は、クラブの種目や競技レベル、子どもの年齢

や地域性などによって異なり、一律には定められない。2 章で取材したクラブは、保護者の当番を廃止し

た点では共通しているが、関与の程度には明確な違いがみられる。保護者がほとんど来ないクラブもあれ

ば、多くが見学に訪れるクラブ、活動を補助するクラブも存在する。指導者が自らのクラブに適した運営方

法をみつけられるよう、多様な取り組み事例を共有し、参考にできる仕組みを整える必要がある。 

 

誰が子どものスポーツをささえるのか 

9 年間の調査を通じて、母親たちから特によく聞かれたのは、「学校でやるスポーツ（筆者注：小学校の

グラウンドを利用する地域クラブ）は強い子しか入れない」「親の負担が大きくて前向きに検討できない」と

いう声であった。地域クラブは理念として初心者を含む幅広い層を対象にしているが、実際にはクラブや

団体ごとに方針が異なり、初心者が参加しやすい環境がどの程度整備されているかは一概にはいえない。  

また、政策や各種事業では、保護者は子どもに運動・スポーツの重要性を伝え、一緒に体を動かす役

割が期待されている。しかし、「ささえる」過程で生じる負担を具体的に把握し、その軽減策を講じる取り組

みは十分とはいえない。保護者のボランティアで成り立つクラブの意義を認めながらも、参加しづらい家庭

が存在する現実を踏まえ、「誰もが平等に当番をする」という従来の枠組みからの転換が望まれる。 

こうした課題は、単に家庭のニーズにこたえるだけでなく、地域のスポーツを子どもたちにとってどのよう

な場としてデザインするかという根本的な問いにつながる。困窮家庭や障害のある子ども、外国につなが

る子どもを含め、誰もが参加できる場を目指すのか。それとも、親子ともに十分に関われる家庭を前提とす

るのか。ヒアリングでは、多様な子どもたちを受け入れた結果、特定の保護者に負担が集中し疲弊してし

まう事例もみられた。少子化や家庭の多様化、格差の顕在化などの社会変化に、地域スポーツは対応で

きているのだろうか。まずは民間や学校も含め、どの機関がどのようなスポーツの機会を保証するのか、全

体のデザインを議論し、「ささえる」人材の必要な規模や配分を検討する必要があるだろう。 

誰が子どものスポーツをささえるのか―その答えは一律ではなく、地域の実情に応じた柔軟な対応が求

められる。学校の部活動が教員の労働時間の限界を抱えて地域へ移行する中で、地域のボランティアや

家庭の労力も無限ではない。人口集中が進む都市部と人口減少が続く地域とでは、課題も異なる。限ら

れた人的資源を少しでも子どものスポーツに投じられるよう、インセンティブや柔軟な参加スタイルの導入

による人材の確保、民間企業など多様な支援基盤の形成、団体間の連携強化を通じて、持続可能な「さ

さえる」体制を構築することが重要である。 
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